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【 序 文 】 

 

 

 三十三間堂遺跡には、古くから礎石が数多く並んでいることが知られ、寺院説や郡

衙(郡家)説が考えられてきました。宮城県教育委員会のご協力により昭和６１年度

(1986)から３年間に渡って発掘調査を行いました。調査の結果、平安時代前半頃の陸

奥国亘理郡衙と推定され、東北地方の統治を知る上でも貴重な調査成果となりました。 

これらのことから国史跡指定への動きが高まり、平成４年に「三十三間堂官衙遺跡」

として遺跡のうち約１２haが国史跡に指定されました。その後、亘理町は平成１０年

度(1998)までに史跡指定地内の公有化を完了し、発掘調査を再開するとともに遺跡の

保護管理を行ってまいりました。 

迫力ある礎石群をはじめ、この遺跡が１,０００年以上もの間、ほぼ壊されずに保

存されてきたことは、遺跡が所在する下郡をはじめ亘理の土地を育んできた方々に大

切な場所として守り続けていただいたたまものといえます。 

亘理町は、この貴重な歴史文化遺産を後世まで守り続けるとともに、遺跡の価値や

内容を広く知らせていくため、三十三間堂官衙遺跡整備計画検討委員会を設置し、文

化庁・宮城県教育委員会のご指導のもと整備基本計画を策定いたしました。 

今後はこの計画の理念･方針に基づき史跡の保存管理に努め、整備事業を進めてま

いります。また、本史跡をとおして地域の歴史や環境への愛着・誇りを高めるととも

に、親しみやすく訪れることができる場所となるような取り組んでまいります。  

本計画策定にあたり、ご指導いただいた三十三間堂官衙遺跡整備計画検討委員会委

員、文化庁、宮城県教育委員会等関係機関の皆様、そして日頃から史跡の保存管理に

ご尽力いただいている地域の皆様に深く感謝申し上げます。 

 

 

令和２年(2020)３月 

 

亘理町教育委員会  

                      教育長 奥 野 光 正 
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[ 例 言 ] 

 

１．この計画書は、宮城県亘理郡亘理町逢隈下郡字椿山に所在する国指定史跡 三十三間堂官

衙遺跡の整備基本計画にかかる計画書である。 

２．本事業は、平成３０年度(2018)及び令和元年度(2019)の２か年、国宝重要文化財等保存･

活用事業費補助金の交付を受けて実施した。 

３．事業実施にあたっては、「亘理町三十三間堂官衙遺跡整備計画検討委員会」を設置し、原案

を亘理町教育委員会が作成し、検討委員会において検討を行った。併せて文化庁文化資源

活用課・文化財第二課および宮城県教育庁文化財課の指導を受けて実施した。 

４．計画案作成に際し、令和２年(2020)２月２７日から３月１２日に町民からご意見の募集(パ

ブリックコメント）を実施した。 

５．本書の執筆・編集にあたっては、株式会社創宇舎に一部業務を委託し、事務局である亘理

町教育委員会生涯学習課が行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

1 

１．総 論 

 

   (１）亘理町の概要 

 

① 自然環境 

亘理町は宮城県の南東部に位置する。気候は温暖で積雪量も少なく、夏は心地よい

海風が暑さを和らげるくらしやすい環境であることから、「東北の湘南」とも称され

ている。地形をみると、西側には福島県から延びる標高２００～３００ｍの阿武隈高

地が連なり、ここから派生した標高５０ｍ前後の小丘陵が緩やかに広がっている。東

側には太平洋を望み、海と丘陵の間には比較的平坦な沖積地が広がり、自然堤防や後

背湿地、旧河道などに分かれ肥沃な土地が広がっている。また、海岸に沿って浜堤列

が連なり、遺跡の分布状況などから時代と共に海側に浜堤が形成されていった様子が

伺える。 

亘理町の自然や文化、産業に大きな影響を与えてきた阿武隈川は、阿武隈高地に平

行して緩やかに蛇行しながら北流し、町北西部で弧状に曲がって東流し、太平洋に注

いでいる。この流路が大きく東に曲がる場所には、阿武隈川を祀り、名もこれに由来

すると考えられている延喜式内社の安福河伯神社が鎮座しており、水を主神として地

域の安全を願って置かれたものと考えられる。 

このように、亘理町は山・海・川と豊かな自然環境に恵まれ、四季折々さまざまな

表情をみせるとともに、海の幸、郷の幸、山の幸をもたらす豊かな環境である。  

 

② 社会環境 

           亘理町は、仙台市から南東に約２６ｋｍ、JR 常磐線で約３０分、仙台東部自動車

道経由で約３５分の位置にある。また、町内にはＪＲ常磐線の逢隈･亘理･浜吉田３駅

が設置され、仙台東部道路亘理ＩＣや常磐自動車道鳥の海ＳＩＣを介して首都圏と結

ばれていること、また、仙台市との中間には国内主要都市や国外にも繋がる仙台空港

があるなど、交通条件に恵まれた地域となっている。産業は、漁業や稲作を中心とし

た農業が盛んで、特にいちごやりんごの栽培は大きく発展を遂げてきた。 

近年は、仙台市を中心に他市町への通勤･通学などによる昼間人口流出が大きく、

ベッドタウン化が進んでいる。さらに平成２３年(2011)に発生した東日本大震災では、

町東部を中心に大きな被害を受け、人口減少や生活・産業などへの影響が大きかった。

震災後は、平成２３年に策定した「亘理町震災復興計画」に基づき、復旧・復興事業

を進めており、いちご栽培やはらこめし、ほっきめしなどのブランド化を始め、「わ

たり温泉鳥の海」指定管理運営開始や役場新庁舎建設など各種事業が進んでいる。 
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第１図 亘理町の自然環境 

（「亘理町都市計画マスタープラン」より転載） 

 

 

 

 

 

 

 

図版１ 荒浜漁港とわたり温泉鳥の海           図版２ 夏まつり                  図版３ はらこ飯 

亘理町の観光資源 
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       ③ 歴史環境 

養老２年(718)の『続日本紀』によると、陸奥国から石城・標葉・行方・宇太(宇多)・

曰理が分割され、常陸国菊多との６郡で石城国が建国されたとあり、この｢曰理｣が、

現在の「亘理」の初めての記録とされる。 

奈良時代以降、律令制による統治が行われ、亘理郡にも統治、租税の徴収･管理な

どを行う郡衙が置かれた。逢隈下郡の三十三間堂官衙遺跡は、調査の結果、平安時代

前半頃(９世紀前半頃から１０世紀前半)の陸奥国亘理郡衙であることが分かった。 

また、延喜５年(905)から編纂された「延喜式」の第９･１０巻神名帳には、陸奥国の

１００座が示され、式内社のうち亘理郡には鹿島緒名太神社、鹿島天足和気神社、鹿

島伊都比気神社、安福河伯神社の４社が記されている。安福河伯神社は阿武隈川沿い

に、鹿島３社は三門山から麓に移されたとされるが、これらがいずれも現亘理町逢隈

にあったことから、当時この地域が統治や陸上･海上交通における重要な地域として

捉えられていたとみられる。 

１１世紀半ばには、後に奥州を支配した藤原氏初代清衡の父である藤原経清が、亘

理権大夫として中央政府の地方官となり、亘理を所領していたと考えられている。 

その後、鎌倉時代に入ると、奥州合戦で功績のあった千葉常胤の三男武石三郎が亘理

に所領を得て入り、亘理氏として現在の大雄寺の地に小堤城を構えた。亘理氏は、亘

理重宗が伊達政宗の命により涌谷に移るまでの約４００年間亘理を治めた。 

伊達政宗が仙台藩主として勢力を拡大した江戸時代、亘理には伊達成実を初代領主

とする亘理伊達家が入り、現在の亘理神社の地に亘理要害を構え、城下町の町割りや

新田開発、治水工事などを積極的に行い、約２６０年間亘理を治めた。しかし、江戸

時代末の戊辰戦争での敗北により仙台藩は処罰を受け、亘理を含む５藩は南部藩の支

配地となった。その後、亘理伊達家は蝦夷地での開拓を決意し、１４代領主伊達邦成

を筆頭に、明治１４年(1881)以降９回にわたって現在の北海道伊達市に移住し、困難

な状況のなか開拓を行って成功を遂げた。   

明治時代以降はさまざまな制度改革や技術革新が行われた。 

町制においては、明治２２年(1889)町村制施行により、亘理郡は亘理町、荒浜村、

吉田村、逢隈村、山下村、坂元村の６町村に再編された。さらに太平洋戦争を経た昭

和３０年(1955)には、昭和の大合併により亘理町、荒浜町、吉田村、逢隈村が合併し

「亘理町」が誕生した。 

技術革新の面では、明治３０年(1897)には常磐線の開通、さらに電気・電話の整備

や産業の振興、教育機関の充実が図られるなど、亘理は飛躍的に発展を遂げた。 

昭和６３年(1988)には JR 常磐線逢隈駅が開業し、周辺の市街地化も進み、平成に

入って、亘理町の人口は増加傾向を維持し、平成１７年(2005)には３５,０００人を

超えた。しかし、平成２３年(2011)の東日本大震災により大きな被害を受け、津波に

より町の面積の４８％が浸水した。現在は「亘理町震災復興計画」に基づき、復興に

向けて様々な事業を進められている。 
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第２図 亘理町指定文化財 位置図 
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第１表 町内指定文化財 一覧表 
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図版４ 02 称名寺のシイノキ               図版５ 03 伊達成実霊屋 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版６ 05 木造阿弥陀如来立像 (称名寺)                図版７ 14 湊神社社殿 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版８ 15 安福河伯神社本殿                           図版９ 16 大雄寺山門 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版１０ 17 亘理領主伊達氏歴代墓所              図版１１ 19 牛袋法印神楽 
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（２）亘理町の主な政策 

 

     本基本計画策定の前提となる亘理町の主要政策の基盤である上位計画や関連計画のう

ち、本史跡に係わる内容について抜粋し策定年代順に整理すると以下の通りである。 

 

    ① 亘理町震災復興計画／発行：平成２３年(2011)１２月 

             本計画は平成２３年(2011)３月１１日に発生した東日本大震災の復興計画として

平成２３年度(2011)に策定されている。計画期間は平成２３年度(2011)から令和２年

度(2020)までの１０年間とし、復旧期、再生期、発展期の３期に区分して復興を目指

す事業計画である。 

       復興の基本理念は「安全・安心・元気のあるまち 亘理 ～亘理らしさを守り・生か

した 町民が主役の 復興まちづくり～」と定められている。特に歴史・文化財につい

ては、将来都市像(まちづくり構想)の冒頭部分で以下のように記載されている。 

      ◆ 計画の位置づけと構成 

計画の位置づけは、第４次亘理町 

総合発展計画を基本としながら、 

東日本大震災を教訓とし、新しい 

安全・安心なまちづくりの考え方 

を取り入れ、各分野別計画を補完 

した、震災からの復旧・復興の方 

向性を示すための計画です。 

  計画の構成は、基本理念と基本的 

な考え方を示した「復興基本方針」 

と、具体的な施策・事業を体系的 

に明らかにした「復興基本計画」 

によって構成されています。          第３図 計画の位置づけと構成 概念図 

      ◆ 将来都市像                                  

町北部には史跡三十三間堂官衙遺跡、西部には亘理伊達家御廟所、天然記念物の

シイの木及び、愛宕山緑地環境保全地域の指定など、将来にわたり保全すべき豊

かな自然と歴史があふれています。(中略) 

亘理町の復興に向けたまちづくりを進める上で忘れてはならないのは、この土地

に刻まれてきた歴史と人々のくらしを尊重し、これまで育まれてきた山紫水明の

地を将来の世代に手渡していくことです。 

      ◆ 土地利用構想～歴史ゾーン 

       史跡三十三間堂官衙遺跡、亘理伊達家御廟所、天然記念物の「シイの木」などの

文化財や周辺地域を歴史に親しむ観光交流拠点となるように適切な基盤整備を行

うとともに、歴史的資源を生かす景観形成を進めます。 
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第４図 土地利用構想図 
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② 第５次総合発展計画／発行：平成２８年(2016)４月 

            本計画は、今後１０年間／平成２８年度(2016)～平成３７年度(2025)を視野に入れ

ながら町が目指すべき将来ビジョン(展望)を掲げ、その実現に向けて重点的に取り組

んでいくべき優先度の高い事業を明確にするとともに、これを町民と行政が共有し共

通の意思を持ってまちづくりを進めていくために策定されたもので、「基本構想」「基

本計画」「実施計画」の３計画で構成され、亘理町の政策に係わる最上位の計画であ

る。計画の前段において「まちづくりの背景」として、１ 亘理町のあゆみ／（１）

古代・中世の亘理の項目で、以下のように記載されている。 

      ＊地名の初見 

       「続日本紀」の養老２年(718)の条に「陸奥国の石城、標葉、行方、宇太、曰理と

常陸国の菊多との六郡を割き岩城国を置く」と出ており、この「曰理」が現在の亘

理であると言われています。これが文献に現れる「わたり」の最初です。 

      ＊陸奥国亘理郡衙(三十三間堂官衙遺跡) 

町の北西部にある三十三間堂官衙遺跡は、発掘調査によって平安時代前期(９世紀

前半～１０世紀前半)の陸奥国亘理郡衙(郡役所)であることが分かり、亘理郡を統

治するための施設でした。遺跡は南北７５０ｍ、東西５００ｍに渡って広がり、遺

構の保存状態も良く、平成４年に国史跡に指定されています。 

 

    【基本構想】 

     

◆ まちづくりの戦略／１ 将来都市像 
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◆ 土地利用構想／２ まちの骨格構造と土地利用(３)拠点の配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５図 亘理町の骨格構造 
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【基本計画】 

 

      基本計画の第３章ともに学び育て合う人づくり／５ 文化財の保護・伝承及び活用の

項目では、関連部分を抜粋すると重点政策として以下のように記載されている。 

      

     ５ 文化財の保護・伝承及び活用 

 

      亘理伊達家歴代墓所や国指定史跡三十三間堂官衙遺跡をはじめとする多数の文化財

や伝統芸能、歴史的景観の適切な保存に努めるとともに、文化財保護団体等の育成

を通じ、有形・無形の貴重な文化財の保護体制及び周知活動の充実等に努めます。 

 

      （１）文化財・文化遺産の保護・保存と活用の推進 

      ＊国指定史跡三十三間堂官衙遺跡は発掘調査成果を踏まえ、「史跡整備計画」を策定

して事業を推進します。 

            ＊「亘理伊達家歴代墓所」について、未修復である町指定文化財「伊達実元霊屋」

の修復や歴代墓所の環境整備を行い、御開帳や史跡案内等を通じて県内有数の文

化財であることを周知していきます。 

      ＊町内の遺跡、史跡等の標柱、案内板、説明板等について、毎年５～６ヶ所設置し、

町の文化遺産を広く周知するように努めます。 

      ＊町内の文化財、遺跡、史跡については、ボランティア等を活用して、町民の協力

のもと保護と保存に努めます。 

      ＊国指定史跡三十三間堂官衙遺跡及び伊達成実公はじめとする亘理伊達家歴代の貴

重な文化財などの歴史・文化遺産について、次世代へ継承するために保護と保存

の重要性を周知します。また、亘理町の歴史観光資源として活用できるように関

係機関と連携を図るとともに、環境整備に努めます。 

 

      （２）郷土の歴史と生活文化に親しむ活動の推進 

            ＊地域文化の担い手、民俗芸能保護団体の活動を支援しながら指導者と後継者の育

成を推進し、次世代への継承を図ります。 

      ＊文化財や伝統文化、民話などを身近な文化遺産として認識し、次世代へ伝えてい

くために、郷土資料館活動と学校教育の連携を図ります。 

 

      （３）郷土資料館活動の充実 

      ＊亘理町の歴史、考古、民俗に関する資料を広く収集することにより、町の歴史と

文化を探求し、企画展等の活動を通して町民に還元していきます。 

            ＊町の歴史と文化に触れる講演会や体験学習会等を開催し、教育普及活動の充実を

図ります。 
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    ③ 亘理町国土利用計画／発行：平成２８年(2016)(第６図) 

        本計画は国土利用計画法第８条の規定に基づき、亘理町の区域における国土(以下

町土という。)の利用に関して必要な事項を定め、町土の総合的、計画的な利用を図

るための指針とするもので、宮城県国土利用計画(第５次)を基本とし、「第５次亘理

町総合発展計画」の基本構想に即して策定されたものである。 

       町土の土地利用に関する構想が計画の主体であるが、歴史・文化財等に関しては、

以下のように記載されている。 

           ◆ ４ 町土の利用目的に応じた区分ごとの規模の目標及びその地域別の概要 

       ／(２)地域別の概要 ロ地域別概要 

 （イ）逢隈地区 

       ⑦ 国指定史跡三十三間堂官衙遺跡については、緑地資源の保全と自然環境の調和

並びに生活資源に十分配慮しつつ、歴史観光資源としての活用を図る。 

             (ロ) 亘理地区 

       ⑥ 阿武隈高地は、愛宕山緑地環境保全地域を中心に保全地域の拡大や自然環境の

保全を図るとともに、森林浴推進のための遊歩道を整備するなど、その景観と

自然環境を生かした、観光・レクリエーションの場として整備する。 

                   また、丘陵地には、亘理伊達家御廟所や国指定天然記念物の「シイノキ」な

ど町民の誇る文化財があることから、自然環境や歴史など町民共有の財産とし

て後世へ引継ぐために、その保全を図る。 

 

    ④ 亘理町環境基本計画【中間見直し】／発行：平成２８年(2016)３月 

       本基本計画は、平成２０年７月に制定された「亘理町環境基本条例」の基本理念を

実現するため、環境施策の指針として取り組むべき方向を示し、総合的かつ計画的に

推進するための基本となる計画として策定されたものである。 

             具体的には、平成２２年度(2010)から令和２年度(2020を目標年度として、将来の

目指すべき環境像を「人と自然が共生できるまち 亘理」としている。また、暮らし

やすさと住むことへの安心と誇りを実感できるまちづくりを目指し、町民・事業者・

町などがそれぞれの役割を担い、三者が協同で環境問題に取り組むべきことを示して

いる。 

       第５次総合発展計画の策定に伴い、平成２８年度(2016)に「第２章 目指すべき環

境像と具体的な取り組み」についてのみ中間見直しが行われている。 

       本基本計画では、歴史・文化財等に関して以下のように記載されている。 

      ◆ 基本方針Ⅱ 自然環境 豊かな自然環境を次世代に引き継ぐまち 

       ／亘理町環境基本条例第７条(施策の基本方針)における位置づけ 

      （３）人と自然との豊かなふれあいを確保するとともに、地域の特性を活かした自

然環境及び歴史的、文化的財産の保存並びにこれらの特性を活かした魅力ある都市

空間の形成を図ることにより、より質の高い環境を創造すること。 
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第６図 亘理町国土利用計画 土地利用構想図 
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⑤ 亘理町都市計画マスタープラン／発行：平成２９年(2017)３月 

       本計画は、都市計画法第１８条の２に規定された「市町村の都市計画に関する基本

的な方針」として、第５次亘理町総合発展計画／平成２８年(2015)３月、亘理町震災

復興計画／平成２３年(2011)１２月、亘理町国土利用計画／平成２８年(2016)３月に

即して定めたものである。計画期間は、平成２７年(2015)を基準年次とし、２０年後

の平成４７年(2035)を見据えた都市づくりの目標を定め、具体の方針、施策について

は１０年後の平成３７年(2025)を目標に設定されている。  

亘理町都市計画の将来像を描いたマスタープランであるが、その中で歴史・文化財

等に関しては、以下のように記載されている。 

           ◆ 第２章 全体構想／１ 基本構想 

      （４）将来都市構造(第７図) 

        将来都市構造は、計画的な土地利用を推進する「ゾーン」、都市機能を集約し生

活利便性や観光・交流機能を高める「拠点」、特に重点的に施策を展開していく「エ

リア」、そしてこれらを連結し相互の役割を支え活性化する「軸」という４つの要

素で構成します。 

       ○ゾーン／歴史保全ゾーン  

史跡三十三間堂官衙遺跡等の歴史資源とその周辺を歴史保全ゾーンとして位置

づけます。歴史資源の観光等への活用と歴史資源を活かす景観形成を図ります。 

           ◆ 第２章 全体構想／２ 部門別方針 

（３）緑の方針(第８図) 

④ 交流を促す歴史・自然等資源の保全・活用  

本町の貴重な歴史資源である三十三間堂官衙遺跡や亘理伊達家の歴代墓所など

を、交流を促進する重要な資源として位置づけ、引き続き保全を図るとともに、

歴史観光資源として活用できるよう史跡公園等の環境整備を検討します。 また、

阿武隈高地に遊歩道や散策ルート周辺の整備などにより、体験型観光の強化に努

めます。  

      ◆ 第３章 地域別構想／４ 逢隈地区 

（３）地区の方向性 

方向性１：災害から生活を守る定住のまちづくり  

方向性２：地区の歴史と自然を感じるまちづくり 

      （４）地区づくりの方針 

【土地利用】 

○歴史・自然資源の保全に努めるとともに、歴史地区内を巡るハイキングコース

の設定など、歴史・自然資源を活用した地区の活性化を促進します。 

【緑】 

○三十三間堂官衙遺跡を活用した史跡公園の整備を検討します。 
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第７図 将来都市構造図 
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第８図 緑の方針図 
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第９図 逢隈地区の方針図 
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（３）史跡三十三間堂官衙遺跡の概要 

 

亘理町では、これまでに旧石器時代から近世までの遺跡１００か所余りを確認してお

り、遺跡の時代と分布状況をみると、阿武隈高地裾部には縄文時代から古代の遺跡が比

較的多く、丘陵縁辺部では古代から中･近世を中心に各時代の遺跡が分布している。  

三十三間堂官衙遺跡は、亘理町北部、逢隈下郡字椿山の標高４０ｍ程の椿山丘陵に立

地し、平坦部に多くの礎石が並ぶ遺跡として古くから周知の遺跡であった。 

昭和６１～６３年(1986～1988)、宅地造成工事計画に伴い宮城県教育委員会が行った

調査の結果、遺跡の範囲は東西約５００ｍ、南北約７５０ｍ(約２５ha)にわたり、沢を

挟んで北地区と南地区に分かれ、北地区では実務官衙域には塀で方形に区画された郡庁

院を配置し、周辺には数ヶ所の官衙ブロックが配置されていることがわかった。一方、

南地区は倉庫院で１０棟の礎石建倉庫跡や、２棟以上の掘立柱建物跡が溝で方形に区画

されていることなどが確認され、平安時代前半の陸奥国亘理郡衙であると推定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１０図 三十三間堂官衙遺跡付近遺跡分布図 
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第２表 三十三間堂官衙遺跡付近遺跡 一覧表 

 

（４）これまでの推移と実績 

 

① 史跡指定に至る経緯 

昭和６１年(1986)、三十三間堂遺跡南部での大規模宅地造成工事が計画されたこと

から、事業者･町･県での協議を経て、昭和６１年～６３年(1986～1988)に宮城県教育

委員会が発掘調査を実施した。これにより、南地区倉庫院とみられる遺構や北地区郡

庁院などの建物跡、区画施設が確認され、平安時代前半頃の陸奥国亘理郡衙と推定さ

れた。  

この調査結果により、遺跡の性格や重要性、良好な保存状態が認識され、町をはじ

め広く保存への意識が高まったことから、亘理町は宮城県・文化庁との検討を経て、

史跡として保存する方針を決定した。 

        平成４年(1992)１月２１日、遺跡の約半分にあたる１２０,７２１㎡が国指定史跡

となるにあたって、遺跡の名称を｢三十三間堂遺跡｣から｢三十三間堂官衙遺跡｣に変更

した。 

      以下に「史跡指定理由」及び「官報第８４２号による告示内容」を掲載する。 
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     ○史跡指定理由 

 

       三十三間堂官衙遺跡は、阿武隈川下流南岸の丘陵上に位置する、平安時代の亘理郡

家跡と推定される遺跡である。昭和６１年度(1986)から６３年度(1988)にかけての亘

理町教育委員会及び宮城県教育委員会の４次にわたる発掘調査によって、遺跡の性格、

範囲、主要遺構とその変遷が明らかになった。 

亘理郡の名は、『続日本紀』養老２年(718)５月２日条の岩城・石背両国建置記事の

中に、岩城国に所属した６郡の１つとして「曰理」と見えるのが初見で、その後『続

日本紀』・『日本後紀』・『日本三代実録』等の正史に散見される。『和名抄』には坂本・

曰理等４郷が、『延喜式』には亘理郡の官社４座が記されているが、後者のうち安福

河伯・鹿島緒名太・鹿島天足和気の３社はいずれも本遺跡の位置する丘陵縁辺の所在

している。また、奥州藤原氏の祖、藤原経清は「亘理権大夫」「亘権守」等と呼ばれ

ており、亘理郡に所領を有していたことが推測される。遺跡は丘陵に入り込む沢筋に

よって、北部の官衙地域と南部の正倉地域とに大きく二分される。 

官衙地域は、北と東を溝によって囲まれた東西約１８０メートル、南北約２００メ

ートルの規模をもつ。その中央部西寄りにはさらに東西約５０メートル、南北約６０

メートルの区画を設けているが、この内部の区画の東・北・西の各面からは塀跡が検

出されており、南側は未調査であるが土塁状の高まりとなっている。この区画内には

基壇を有する建物を中心にコの字形に掘立柱建物が配置されており、国衙や城柵の政

庁の遺構配置と共通するところから郡庁院に相当する区画と推測される。この郡庁院

地区と東・北との溝との間にある平坦面からは、北側で６棟、東側で２棟の掘立柱建

物及び礎石建物が検出されているが、これらは郡家に付属する官衙施設と考えられる。

これら官衙地域の建物群はおおむね４時期の変遷が認められ、その存続時期は出土遺

物から、およそ９世紀から１０世紀前半と考えられる。 

正倉地域には、１０棟の礎石倉庫跡と、これに付属する２棟１組の掘立柱建物跡が

検出されている。倉庫跡のうち２棟は礎石を完全に残し、きわめて保存状況がよい。

また付属建物には、官衙地域同様４時期の変遷が認められる。これら正倉地区は一辺

約１５０メートルの方形の溝で区画されているが、この溝の東方の沢筋に面した箇所

に整地層が検出されており、東の通路を設けていたものと考えられる。 

本遺跡は、郡家の基本的構成要素である郡庁院・付属官衙地域・正倉地区のほぼ全

容が解明され、しかも遺構の保存状況が良好である点で貴重である。また、多くの郡

家が９世紀以降急速に衰退していくのに対し、本遺跡が１０世紀前半まで明確な形態

を維持して存続していることは、古代の東北地方における統治機構の推移を考える上

で重要である。以上の理由によって史跡として指定し、その保存を図るものである。 

 

(注１)出典：文化庁ＨＰ(国指定文化財等データベース)平成４年(1992)１月指定時 

      (注２)記述内容については、指定段階のものであり、その後の発掘調査により官衙
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の変遷や年代については新たな見解を得ている(Ｐ29～40)。「亘理町文化財調

査報告書第１９集 国史跡三十三間堂官衙遺跡－平安時代の陸奥国曰理郡衙

跡発掘調査総括報告書－ 平成２８年３月 宮城県亘理町教育委員会」参照。 

 

      ○文部省告示第十号 

 

文化財保護法（昭和２５年法律第二百十四号）第六十九条第一項の規定により、次

に掲げる記念物を史跡に指定する。 

平成四年一月二十一日 

文部大臣臨時代理 国務大臣 谷川 寛三 

                  

【名称】 

三十三間堂 官衙遺跡 

【所在地】 

宮城県亘理郡亘理町逢隈下郡字椿山、 

七十二番ノ一のうち実測一七六平方メートル、八十九番ノ五、八十九番ノ七、九十番

ノ一、九一番、九二番ノ四、九三番、九五番、九六番、九七番、九八番ノ一、九八番

ノ二、九八番ノ三、九八番ノ四、九八番ノ五、九八番ノ六、九八番ノ七、九九番 

一○○番のうち八、二八三平方メートル、一○五番ノ一、一○五番ノ一、一○五番ノ

二、一○五番ノ三、一○五番ノ四、一○五番ノ五、一○五番ノ六、一○五番ノ七、、

一○八番、一一六番 

同字八ツ入 

三四番、三五番 

上地域に介在する道路敷を含む。 

【備考】 

一筆の土地のうち一部のみを指定するものについては、地域に関する実測図を宮城県

教育委員会及び亘理町教育委員会に備えおいて縦覧に供する。 

 

② 土地公有化 

平成３～１０年度(1991～1998)までの年次計画により、史跡指定地内全て公有化

(国庫補助事業）。 

※史跡内下郡契約会管理墓地は公有化以前より町所有地。一部史跡内または隣接す

る指定地外用地を町単費により購入。 

 

③ 現状変更の制限 

          本遺跡の歴史的･文化的価値を維持するために、現状変更取扱いについて史跡地 

内の現状変更は原則として認めないものとするが、生活や安全防災上及び史跡保存活 
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用上必要なものについては、遺構や景観への影響を配慮したうえで協議を行っている。 

イ）墓地 

史跡内には江戸時代から墓地があり、現在は逢隈下郡契約会管理墓地(通称赤

坂欄場)となっている。これらは明治時代以降に現在の丘陵北と南にまとめて区

画・配置されている。史跡指定後、平成１４年(2002)に町と契約会で協議を行い、

墓地建立等の現状変更は管理区域内でのみ行うこととし、町教育委員会との協議

を経て、文化財保護法第１２５条の規定に基づく文化庁もしくは県教育委員会か

らの現状変更許可を得て行うものとしている。 

        ロ）送電線鉄塔 

史跡内(北地区)には２箇所の送電線鉄塔(東北電力管理)があり、管理者による 

定期的なパトロールと環境整備が行われている状況である。高圧電力であり安全

面への配慮が不可欠であることから、送電線周辺での調査等現状変更にあたって

は東北電力との協議を経て実施している。 

 

④ 発掘調査 

平成９年度の三十三間堂官衙遺跡整備計画検討委員会での指導を受け、整備計画策

定のためには追加の遺跡範囲及び内容確認調査が必要と考えられたことから、調査事

業を再開することとし、平成１４年度(2002)に三十三間堂官衙遺跡発掘調査検討委員

会を設置した。発掘調査第１次･第２次５ヵ年計画を策定し、同年より県教委の指導・

協力の下、２５年度(2013)まで（２３･２４年度(2011・2012)は震災復興関係調査事

業優先のため調査中止）国庫補助事業により遺跡範囲内容確認調査を実施した。 

調査の結果、本遺跡が９世紀前半から１０世紀前半頃の陸奥国亘理郡衙であり、北 

地区は郡庁院を中心とする実務官衙域で、館や曹司などの施設が配置され、３～４時 

期の変遷があることを確認した。 

また南地区は、１０棟以上の礎石建物群を中心とする正倉院で、通路跡や区画施設 

なども確認し、遺跡の主要な遺構の配置や変遷等が明らかになった。 

 

⑤ 整備活用 

〔整 備〕 

史跡指定後、遺跡の重要性が地域住民及び社会に広く認識され、積極的な整備活用 

を求める声が強まったことから、平成９年度(1997)に教育委員会社会教育課を事務局 

として「亘理町三十三間堂官衙遺跡整備計画検討委員会」を発足、３回の会議を開催 

して史跡の保存管理・整備活用について検討した。 

その結果、｢自然風土と歴史的環境の調和｣を基本理念とし、「豊かな歴史文化の再

生」「わかりやすい歴史情報の提供」「親しみやすい緑地環境の形成」をコンセプトと

して史跡の保存整備を行うとともに、隣接するＪＲ常磐線や道路との一体的活用を行

い、生活環境との調和を図りながら歴史学習ができる場を作っていく方針が決定した。 
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平成２６・２７年度(2014・2015)にはこれまでの調査成果を再検討し、総括報告書の

刊行を行った。平成２８・２９年度(2016・2017)は資料収集や先進地視察等の整備計

画策定準備ならびに亘理町三十三間堂官衙遺跡整備計画検討委員会設置要綱策定、検

討委員会委員の選定、関係部局との協議等を行った。 

平成３０・令和元年度(2018・2019)には整備計画検討委員会による検討、整備基本

計画策定を行った。 

＊遺跡名称看板設置：平成４年度(1992)～逢隈駅西、南地区、平成２１年度(2009)

～逢隈駅西 

＊説明板設置：平成１５年度(2003)～遺跡全体、２１年度(2009)～遺跡北地区 

〔活 用〕 

＊町教育委員会事業：継続事業として実施している町内小学６年生「文化財めぐり」 

見学コースの一つとして郷土の文化財の周知と文化財保護意識の高揚を図る 

＊団体見学者等の案内－依頼あれば教育委員会職員が解説 

＊住民による自然散策等への利用 

 

⑥ 維持管理 

   現在までに必要に応じて適宜以下のような維持管理を継続的に実施している。 

＊定期的な現況把握 

＊草刈･伐採等の環境整備(年２、３回 町シルバー人材センター等への委託) 

＊史跡内でのスズメバチ駆除やイノシシ等野生動物の防御対策(随時) 

＊未舗装道路部分への砂利敷き(年１回程度) 

 

⑦ 計画・報告書等の作成 

   史跡三十三間堂官衙遺跡の整備活用に関しては、東日本大震災以前に以下のような

計画を策定しその具体化を図ってきたところであるが、大震災による大きな環境等の

変化が生じ、計画の事業化が困難な状況であった。 

   平成２７年度(2015)に長年の発掘調査の成果が下記の総括報告書として刊行され

たのを期に新たに整備基本計画からその見直しを行うことした。 

       イ）東日本大震災／平成２３年(2011)３月１１日 以前 

        ＊史跡三十三間堂官衙遺跡整備基本計画／発行：平成１０(1998)年３月 

        ＊史跡三十三間堂官衙遺跡整備基本設計書／発行：平成１１年(1999７月 

        ＊史跡三十三間堂官衙遺跡整備事業概略設計書／発行：平成２２年(2010)３月 

       ロ）東日本大震災／平成２３年(2011)３月１１日 後 

        ＊亘理町文化財調査報告書第１９集 国史跡 三十三間堂官衙遺跡 

－平安時代の陸奥国曰理郡衙跡発掘調査総括報告書－ 

／発行：平成２８年(2016)３月 
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第１１図 史跡指定地公有化 区域図 
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第３表 現状変更実施状況 一覧表 
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第１２図 現状変更実施状況 位置図 
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第１３図 発掘調査区 位置図 
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（５）本計画策定の目的と基本方針 

 

① 策定の目的 

      イ）震災復興を主な目的とする町の上位計画、関連計画との整合性、一環性を図る。 

      ロ）旧整備基本計画策定後の社会状況の変化等を考慮して計画内容を新たに見直す。 

      ハ）発掘調査総括報告書の最新成果を踏まえた保存管理・整備活用計画を推進する。 

 

    ② 策定の基本方針 

      イ）歴史環境の保存と継承－良好な保存状態であり、歴史的にも貴重な本史跡を将来 

にわたって保存し、自然環境と共に継承する。 

ロ）地域住民に向けた活動の場の提供－周辺地域住民が本史跡を活用して歴史や自然

に触れ、交流を図る場を提供する。 

ハ）地域の歴史学習ができる史跡整備－本史跡の歴史的価値を示す遺構を整備により

表現し、訪れた人々が古代官衙の様子や歴史的背景を学

ぶことができる場をつくる。 

 

    ③ 策定の基本概念 

           イ）保存－保存とは、史跡等の本質的価値を現在から未来へと確実に維持継承し、そ 

の望ましい状態を創出することである。そのためには、史跡に関する基本

情報の把握を行うとともにその本質的価値や構成要素を明確にし、地域住

民や来訪者(観光客)に伝え共有することを目指す。 

           ロ）活用－活用とは、地域に生きる人々が史跡等の本質的価値を享受し、それを適切

に現代に活かすことである。そのためには、史跡等の本質的価値に応じて

望ましい活用の在り方を導き出すことで地域社会を活性化させることを

目指す。 

           ハ）整備－整備とは、保存と活用の間にある矛盾を調和的に解決し両者が相乗効果を 

生み出せるように配慮し、望ましい保存状態と地域社会の活性化を目指す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

     第１４図 史跡等・重要文化的景観の保護 

(「史跡等・重要文化的景観マネジメント支援事業報告書／平成２７年(2015)３月 文化庁」より転載) 
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（６）調査研究の成果 

 

① 研究の歴史 

遺跡のある地域では、古くから大きな礎石が並んでいることが知られていた。 

江戸時代に仙台藩内各村の様子をまとめた『安永風土記御用書出』の「亘理郡

下郡村御用書出」の中には「三十三間堂跡右礎石残居申候処由来並年月共ニ相知不申候事」

と書かれており、堂があった場所と考えられていた。 

大正時代には、逢隈村(現亘理町逢隈)で編纂した『逢隈村郷土誌』の中に「三十

三間堂跡 本村下郡字椿山ノ内小松堂跡の北ニアリ礎ノ跡今ニ存ス 由来年月共ニ詳ニナラス 按ス

ルニ人皇四十代ノ頃国造ト将軍ノ居城ノ跡ナルベシ 或又藤原秀衡時代ノ望楼の跡ナランカトモ言フ」

との記載があり、小松堂が椿山の南側にあったと記されていた。 

さらに昭和６年(1931)、東北帝国大学教授大類伸氏が礎石の配置などを踏査し、三

十三間堂は礎石が規則的に配置されていることなどから、古代の仏寺もしくは神社の

可能性があると指摘した(第１５図)。その後昭和４２年(1967)に、志間泰治氏、伊藤

玄三氏を中心とする宮城県教育委員会によって測量調査が行われた結果、確認された

礎石建物跡は１０棟に及ぶことが分かり、採集した土器などから平安時代の寺院だっ

た可能性が示された。昭和５３年(1978)に、伊藤玄三氏は三十三間堂遺跡についての

再考を発表し、礎石の配置と大きさを検討するとともに、古代の役所があった場所に

は「郡」の地名が多く、逢隈上郡・下郡はこれにあたると考えられることから、三十

三間堂遺跡は陸奥国曰理郡衙であり、礎石は郡衙の正倉跡であった可能性を指摘した。 

昭和６１年(1986)に、この地域での宅地造成計画に伴い、宮城県教育委員会によっ

て礎石建物跡周辺の発掘調査が行われた。その結果、礎石建物を区画した溝跡や掘立

柱建物跡が発見され、郡衙の正倉院である可能性が高くなった。昭和６３年(1988)

には遺跡北部の調査が行われ、建物跡や溝跡などが数多くみつかり、郡庁院をはじめ

とする郡衙の施設が置かれていたことが分かった。そして北地区を実務官衙域、南地

区を倉庫院とする平安時代前半の陸奥国亘理郡衙であることが明らかになった。 

 

② 発掘調査 

昭和６１年度(1986)から平成２５年度(2013)まで行った発掘調査の結果、平安時代

の曰理郡衙跡に関わる通路跡５、礎石建物跡１２、掘立柱建物跡１０１(建替え含む)、

掘立柱塀跡１６(建替え含む)、材木塀跡１、竪穴住居跡２、区画溝跡６(掘直し含む)

を発見した(第３表)。発見した遺構はおもに平安時代のもので、一部弥生時代のもの

がある。 

遺物は、土師器や須恵器、赤焼土器、陶器、鉄製品などで、官衙における文書事務

に使用されたとみられる硯や、墨書土器が数点出土しているが、遺構に伴う遺物は少

ない。 
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イ）郡庁院と周辺の様相 

〈郡庁院〉(第１６図) 

郡庁院は南北約６５ｍ×東西約５０ｍの方形で、掘立柱塀で囲まれている。  

郡庁院を構成する主要な建物は正殿、西脇殿、正殿後方の北東・北西建物、北辺 

建物で、これらは計画的に配置されている。郡庁院には３～４時期の変遷があり、

４時期目には主要な建物が礎石建物になると考えられる。瓦は出土していないこ

とから、瓦葺きの建物はなかったと考えられる。 

区画南辺中央に八脚門(南門)、東辺北寄りに四脚門(東門)が設けられていた。

区画施設はほぼ等間隔で並ぶ掘立柱塀に囲まれ、建替えは２度行われており、塀

には土を低く盛り上げた低基壇が伴い、両側には雨落溝がつくられた。 

院内の主要な建物は、正殿を中心に柱筋を揃えて計画的に造営された。主要な

建物は郡庁院の北半に寄せて建てられており、郡庁東門が北寄りに設けられたこ

とや、東脇殿や西門が置かれなかったことは、地形の制約から十分な広さを得る

ことができなかったことなどが影響しているとみられる。北門は、区画北辺中央

に取り付く北辺建物に門を取り付けていた可能性が考えられる。 

                区画施設と院内の主要建物は、掘立柱式でそれぞれ３時期の変遷が認められた。

各施設は計画的に配置されており、建替えは同時に行われたと考えられる。また、

北東建物と東門では４時期目が礎石建物であったと考えられ、郡庁院は掘立柱の

３時期を経て４時期目に礎石建物となったと考えられる。 

掘立柱塀の建替えは３時期確認されており、塀も最終段階には礎石建物となっ

た、または低基壇の上に土台を乗せて柱を立てたことなどが想定される。 

このほか、２時期目には院北東部を中心に火災に遭っている。 

〈館院－東院・北東院〉 

郡庁東門に至る北側通路の南と北、郡庁院の東側、北東側に位置し、東への緩

傾斜面につくられた郡庁東院と郡庁北東院は、規模が３５～４０ｍ四方とみられ

る。郡衙内の占地、建物配置や向き、主屋の構造・変遷に共通点が多く、計画的

に配置されたと考えられる。 

東院は四周を掘立柱塀で囲まれ、北東院は西を掘立柱塀で画される。東院の規

模は東西３４.５ｍ、南北３６.０ｍ、北東院は東西３０ｍ以上、南北３５～４０

ｍほどである。主要な建物配置は主屋の南北棟とこれに次ぐ建物で、両院は東を

向いていたと考えられる。主屋は地山削出しの基壇を伴い、雨落溝が巡っており、

東院・北東院ともに最終段階は礎石建物であったとみられる。 

東院の主屋の東側には間仕切りをもつ４間の建物、南側には倉庫とみられる小

型建物が置かれた。北東院の主屋の東側には南北２間と東西棟、正面には２×２

間の小型建物が置かれた。東院は４時期、北東院は３時期の変遷があり、年代は
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９世紀から１０世紀前半中心と考えられる。 

郡衙で正倉以外の建物が礎石建物となる例はきわめて少ないことから、東院と

北東院は本遺跡の中でも格式が高い建物群と考えられる。 

〈北院〉 

郡庁院の北部に位置し、東側を掘立柱塀で画され、規模は東西５０ｍ、南北 

４０ｍほどとみられる。小型の掘立柱建物跡１４棟が確認されており、建替えが

３回以上あったと考えられる。このほか、竪穴住居跡が１軒確認されている。 

 

ロ）正倉院の様相 (第１７図) 

                正倉院(倉庫院)は中央通路の南、郡庁院や曹司から離れた南地区に置かれた。

礎石建物跡が１０棟、掘立柱建物跡が数棟確認された。区画は、地形の制約を受

けた北西部を除いて幅２.０～２.５ｍの区画溝で囲まれた五角形で、規模は東西

が南辺で１４０ｍ、南北は東辺で１５６ｍほどである。入口は東辺中央と北辺に

設けられており、東辺は東に延びる通路が取り付き、北辺は郡庁南門と結ばれた

とみられる。入口ではいずれも区画溝が途切れるが、門は設けられなかった。 

正倉院の建物配置は中央を広場とし、区画溝に沿って南・西・北に礎石倉庫が

並び、北東部のみ掘立柱建物で構成される屋が置かれた。礎石倉庫の規模は３×

３間が８棟、３×２間が１棟、２×２間が１棟みつかっており、３×３間の礎石

総柱倉庫が基本的な形式であったと考えられる。基壇構造は地山を削出して積土

した低基壇を伴い、礎石据穴は基壇上から掘込まれ、礎石下には角礫を敷いて根

石としている。礎石は安山岩の自然石を使用しており、上面を若干整形したもの

もある。根石の石材は主として安山岩の角礫を使用したが、花崗岩も認められた。

階段や基壇外装は確認できなかった。正倉院では瓦が出土しなかったことから、

倉庫建物は板葺か萱葺の可能性が考えられる。 

礎石倉庫は、建物規模や建物間の距離から大きく南列、西列に分けられ、南列

には「法倉」となる規模の大きい倉庫が置かれたと考えられる。このほか、正倉

周辺での火災の痕跡は確認できなかった。 

 

ハ）亘理郡衙の構造と変遷 (第１８図) 

郡衙の施設は、中央の大きな沢によって南北に分かれる。北地区には丘陵の平

坦面を利用した郡庁院や南北の館院のほか、いくつかの曹司が置かれ、南地区に

は正倉院が置かれた。 
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〈構造〉 

郡衙と麓をつなぐ通路は、東から入り込む３本の沢を利用してつくられた。中

心となる中央通路は、尾根に至ると南北通路と接続するとみられ、これを右折す

ると郡庁南門、左折すると正倉院北入口に至る。一方、北側通路は、ふもとに近

い場所（現、ＪＲ常磐線逢隈駅付近）で中央通路から分かれ、郡庁東院を経て郡

庁東門に至っており、南側通路は正倉院東入口に至る。また、郡庁北東院と北院

の塀の間にも通路があり、沢や尾根筋、建物群を隔てた塀の間を利用してこれら

を結んでいたと考えられる。 

郡庁院・郡庁東院・郡庁北東院・郡庁北院、および正倉院は幅２ｍ前後の区画

溝で囲まれる。 

郡庁院の門は、正門としての南門の格式や他の門に対する優位性が求められた 

ことから、南門が八脚門、東門には四脚門とされたと考えられる。 

郡庁院は、北地区の中で最も広く平坦面が確保できる場所が選ばれたが、傾斜

に逆らって南面させている。また、平安時代の郡庁は正殿正面の前庭を広くとる

傾向が認められ、北半に寄った正殿や脇殿以外に北辺建物や北東・北西建物を置

き、正殿周辺の建物群により郡庁院の荘厳性を高めたと考えられる。 

館院（郡庁東院・北東院）は、郡庁院から一段低い位置にあるが、ふもとから

目立つ場所を選び、館院間を通る北側通路からの景観を意識して東向きにつくら

れた。さらに、郡庁を含む主要建物の周囲は整地や基壇がつくられていることか

ら、郡庁院をはじめとする北地区は東への傾斜面を利用して平坦地が雛壇状に造

成され、建物とともに重層的な景観を創り出して郡衙の荘厳性を高めたと考えら

れる。 

                正倉院は、郡庁院や曹司から離れた地に置かれ、南地区の平坦面を最大限に利

用している。郡庁院よりも高い位置にあり、『倉庫令』の「皆於高燥処置之」と

いう規定に基づくとともに、ふもとからの景観を意識し、律令支配の象徴として

の正倉を際立たせる意図があったと考えられる。 

郡庁院の北は小型の建物や竪穴住居などからなる曹司（郡庁北院）となってお

り、このほかにもいくつかの曹司が置かれたと考えられる。 

正倉院の倉庫１０棟の位置や規模・建物間距離をみると、大きく南列と西列に

分けられる。両者とも大・中規模倉庫は３棟一組で隣り合うことから、正倉がい

くつかの小群に分かれ、群毎に縦または横に整然と建ち並んだ様子を伺うことが

できる。また、南列には大型の倉庫が置かれており、こうした倉は法倉と呼ばれ

る中心倉庫であることから、律令支配を象徴する倉として、ふもとからの景観も

考慮して建てられたと考えられる。建物の規模は３×３間を主体としており、全
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国の地方官衙遺跡で確認されている正倉が４×３間、３×３間、３×２間に集中

する傾向にあることと共通しており、平面形式と面積についても郡衙遺跡に典型

的な総柱高床倉庫といえる。 

 

〈変遷〉 

三十三間堂官衙遺跡では、郡庁院には第Ⅰ期から第Ⅴ期以降までの変遷があり、

亘理郡衙の施設は第Ⅳ期までの大別４期の変遷が明らかになった。また、その結

果は郡庁東院や正倉院の４期変遷に対応し、郡庁北東院は主屋の火災痕跡と建替

回数から、他より１段階遅れて第Ⅱ期以降の３期変遷に対応すると考えられた。

第Ⅰ期  

平安時代の亘理郡衙創建期であり、北地区に郡庁院や館院(郡庁東院)をはじめ

いくつかの曹司が置かれ、丘陵頂部付近の主要な院は区画溝で囲まれた。このう

ち、郡庁院の正殿と館院の主屋はともに５×３間で、地山削出しの低基壇が伴い、

第Ⅳ期には礎石化するという高い共通性が認められる。南地区には正倉院が設け

られ、区画溝で囲まれた。院内北東部には、掘立柱建物の屋が２～４棟建てられ、

南・西・北の正倉小群がつくられたとみられる。年代は９世紀前葉とみられる。 

 第Ⅱ期 

郡庁院や館院、正倉院の屋といった掘立柱建物による主要建物はほぼ同じ位置

で建替えられた。郡庁北東院は新設された館院で、郡庁東門への通路を挟んだ北

側に設けられた。また、その主屋は郡庁院の正殿などと同じく、地山削出しの低

基壇が伴い、第Ⅳ期には礎石化する。正倉院は屋が建替えられた。また、時期は

不明であるが本期以降、正倉に中央列が加えられたとみられる。本期末に、郡庁

院北東部から北東院主屋にかけての場所で火災が発生した。年代は９世中葉とみ

られる。 

               第Ⅲ期 

郡庁南門や正殿が縮小し、南館では主屋が梁行２間となり、副屋に替わって向

屋が採用された。また、本期の正殿横には地鎮・鎮壇遺構が設けられた。 

                年代は９世紀後葉とみられ、第Ⅱ期は貞観１１年(869)の陸奥国大地震によっ

て火災が発生し、他の建物についても被災したため建替えが必要となり、新たな

郡庁正殿や南門は縮小した可能性が考えられる。 

第Ⅳ期 

郡庁院では北東建物と東門が礎石化し、南館と北館の主屋も礎石化することか

ら、郡庁の主要建物も礎石化すると考えられた。この時期の郡庁区画施設は不明

である。創建期以来の大画期であり、年代は１０世紀前半以降と考えられる。 
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第Ⅴ期以降  

               正倉院を除く各院で小型建物がつくられており、場所によっては数時期の変遷

を確認できた。郡庁院では正殿があった場所の南に東西に並んで建っている南北

棟建物が同位置で建替えられており、これは正殿の位置を意識して空閑地とした

とみられるが、第Ⅳ期の礎石建物と想定した正殿、あるいは基壇上に別な建物が

建てられた、という可能性も考えられる。いずれにせよ、両建物は正殿の基壇や

塀基壇が高まりと認識可能な時期につくられたことから、第Ⅳ期の終末に連続す

るか、もしくは郡庁廃絶から遠くない時期、１０世紀後半～１１世紀代とみられ

る。 

 

ニ）本史跡の歴史的意義 

三十三間堂官衙遺跡の発掘調査成果は、郡衙の主要施設である郡庁院・正倉

院・館院のほか、実務官衙の様相もある程度明らかになり、全国的にみても郡衙

全体の施設構成がよくわかる数少ない例となった。 

郡衙は９世紀前半に衰退する例が認められ、こうした傾向は後半に入って顕著

となって１０世紀前半のうちにほとんどが消滅する。また、正倉以外では礎石建

物の例がきわめて少ない。これに対し、本遺跡は９世紀前葉に創建され、郡庁院

や郡庁東院・北東院で大別４時期の変遷をとって、１０世紀前半以降も存続した

ことを明らかにできた。これら３院の主要建物は同位置で建替えられ、最終段階

に礎石建物になると考えられた。郡衙が１０世紀前半以降まで続く継続性、最終

段階に主要建物が礎石建物化する点は大きな特徴である。 

承平年中(931～938)に成立した『和名類聚抄』によれば、曰理(亘理)は「坂本・

菱沼・坂芥・曰理・望多」の５郷を有した。このうち、亘理周辺から逢隈にかけ

ての地域についてみると、亘理町中心部が曰理郷に比定され、逢隈周辺は式内社

が４社集中すること、これに加え平安時代の郡衙跡である本遺跡が存在しており、

周辺に一定程度の人口が見込まれることから望多郷とみられる。 

奈良時代に郡南端(坂本郷)に置かれた曰理郡衙が、平安時代に入って郡北端の

三十三間堂官衙遺跡の地に置かれたとみられている。そしてこの地は、郡衙や津

(亘理町田沢周辺？)、阿武隈川の渡河地点、流路の大きな変換点といったや重要

地点が集まり、交通の結節点となったため、式内社が集中して置かれた。また、

川向いの東山道と東海道の分岐点には奈良時代から続く交通関係施設の玉前剗

(駅)があり、時には軍事施設にもなりうる郡衙が移動・新設され、これらが一体

となって機能することで、陸上交通と水上交通の最重要地点となっていたと考え

られる。 
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第 15図 亘理郡「三十三間堂遺跡」について（大類伸 1932）より抜粋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４表 発掘調査実績一覧表 



 

36 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１６図 曰理郡庁の変遷 
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 図版１２ 郡庁院 全景 (空中写真 南より／平成１５～１６年度(2003～2004)調査区を合成) 
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図版１３ 郡庁東院 全景 (空中写真 北から) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版１４ 郡庁北院 全景 (西から) 
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第１７図 曰理郡衙正倉院の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版１５ ＳＢ02 礎石建物跡 (南より)        図版１６ ＳＢ11・12 掘立柱建物跡 (南より) 
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第１８図 曰理郡衙の変遷 
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２．保存管理計画 

 

（１）保存管理の現況と方針 

 

    ① 保存管理の現況 

 

本史跡内において、発掘調査後は土や砂で埋め戻して現状復旧し、保存管理を行っ

ている。道路・墓地以外は草木が繁茂する状況であるため、年に２、３回程、南地区

正倉院周辺と北地区郡庁院周辺、ＪＲ逢隈駅西隣接地区で草刈等の環境整備を行って

いる 

また、丘陵頂部(遺跡内)には古くから逢隈下郡地区共同墓地が設置されており（土

地は町所有･管理は下郡地区契約会）、史跡指定後の協議により墓地建設は区画済み範

囲内でのみとし、文化庁・県への現状変更許可を経て実施することとしており、必要

に応じて町教育委員会が発掘調査･工事立会等を行っている。史跡整備に伴う墓地と

の関わりについては、並存を図りながら整備事業を実施する予定であるが、整備計画

策定にあたり、改めて検討・協議を行う必要がある。 

このほか、近年史跡や周辺地区でのイノシシ等動物の目撃や被害があることから町

関係課と協議の上、防護柵の設置等対応を行っているが、今後も対策についての検討

が必要である。 

本史跡周辺では近年宅地化が進行していたところであるが、重ねて東日本大震災に

より町東部の沿岸部を中心に甚大な被害を受けたため、居住地・店舗等を町中心部以

西に求める住民が更に増加し、JR 逢隈駅周辺の宅地化や上下水道等の整備事業が継

続的に進められている。 

 

② 本史跡の本質的価値 

◆ 郡衙の主要施設の構成や変遷が分かったこと 

遺構が良好に保存されていたことから、平安時代の東北地方の郡衙構成が分

かる調査成果が得られた。 

◆ 郡衙が１０世紀代まで存続し、最終段階まで礎石建物を取入れたこと 

多くの郡衙が９世紀以降急速に衰退していく中で、本史跡は９世紀前半から

１０世紀代まで存続していた。 

◆ 交通の要衝地であり、眺望が良い場所に設置されたこと 

郡衙の機能として必要な陸上・水上交通の要衝であり、施設配置が可能な丘陵

上に設置された。 

 

③ 本史跡を構成する要素 

            イ）本質的価値を構成する要素 
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＊良好に保存された遺構－郡庁院、正倉院、実務官衙(曹司)などの遺構群 

＊本史跡が立地する環境―地形及び河川・海、平野を見下ろす丘陵からの眺望 

ロ）その他の構成要素 

        ロ)―1 本史跡の本質的価値を構成する史跡の保護に有効な要素 

        ＊樹木・草花などの自然環境 

             ＊説明板や案内板等史跡内情報表示物 

             ＊史跡への導入路兼周辺住民の生活道路、墓地への進入路 

             ＊水道等の設備 

ロ）―２ 本史跡の本質的価値にとって無い方が望ましい(改善を要する)もの 

        ＊墓地・鉄塔・電柱等の工作物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１９図 本史跡を構成する要素 概念図 

 

③ 保存管理の基本方針 

 

本史跡指定地内は既に公有化が完了していることから、本整備基本計画には保存及

び活用に係わる計画を盛り込んだ形で策定を進める。また、保存管理計画では史跡指

定地内を主な対象とするだけでなく、関連する史跡指定地外の包蔵地や周辺遺跡等に

ついても計画の対象とする。 
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イ）本史跡の持つ本質的価値を広く社会に伝え、本町の歴史的資源として後世に継承

するため、史跡の適切な保存管理を図る。 

ロ）本史跡の歴史的価値を体感して学ぶことができ、地域に根ざした整備事業を進め

るため、保存と活用の効果的な融合を目指す。 

ハ）整備事業実施に際しては、必要に応じて保護盛土等による遺構の保存や立地する

丘陵部の緑地管理や排水施設の設置による保全を前提として、史跡の本質的価値

及び付加的価値の保護に充分に配慮しつつ、活用についても効果的な促進を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５表 保存管理等の基本指針一覧表 
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第２０図 保存管理計画 地区区分図 
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図版１７ 史跡指定地及び周辺地 全景 (空中写真 南より) 

 

（２）保存管理の地区区分と基本指針 

 

上記の考え方に沿って以下のような地区区分を行い、各地区の保存及び活用に向けた

基本指針を定めることとする。 

 

① 史跡指定地内 

 

イ）地区区分 

 

Ａ地区(郡庁院等)…発掘調査により、郡衙の実務施設である郡庁院・館院などの施設

が確認されている地区。 

         ＊既発掘調査地 

          既に発掘調査がほぼ終了しており郡庁院等に関する発掘調査

を中心とした研究成果が得られている土地。 

＊未発掘調査地 

比較的平坦であることや、周囲の調査成果から、建物跡・区画

溝等の関連遺構が想定される土地。 
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Ｂ地区(正倉院等)…当時の正倉の礎石が良好に残存し、正倉の配置と共に正倉院の規

模や構造が直接的に理解できる地区。 

          

Ｃ地区(丘陵斜面)…郡衙の立地する丘陵の自然地形が残る斜面部で、通路遺構等の存

在が想定される他、良好な緑地が広がる地区。 

 

Ｄ地区(既存道路)…史跡指定前から存在し、史跡指定地の保存管理及び地域住民の生 

活道路や墓参り等に利用されている道路。 

 

Ｅ地区(墓  地)… 史跡指定地内に明治時代からある下郡地区契約会管理墓地。北墓

地と南墓地に分かれる。  

 

  ロ）各地区の保存管理等基本指針 

 

Ａ地区…＊既発掘調査地 

    ・保存管理 

発掘調査が最も進んでいる地区で、現況は発掘調査後に埋め戻しを行い更

地となっている。史跡整備実施までは、定期的な草刈等の環境整備を行い

ながら活用を図る。 

・発掘調査 

  発掘調査はほぼ終了しているが、史跡整備の実施に際して更なる確認が必

要な場合は追加調査を行う。 

・整備活用 

 郡庁院等については、亘理郡衙の中心施設として、遺構表示を中心とした

史跡整備を実施し活用を図る。 

＊未発掘調査地 

・保存管理 

現況は緩やかな斜面で草木が生育していることから、定期的な草刈等環境

整備を実施し、良好な草木地として維持管理を行う。 

山林内で人目につきにくい地区であることから、安全管理に充分配慮する。 

・発掘調査 

発掘調査は、一部で実施されているが、以下のような課題が残されている。 

史跡整備の実施に際しては、各エリアで必要に応じて以下の追加調査を行

う。 

[郡庁北院] 

ⓐ 東辺以外の区画施設を確認して、院の規模を確定する。 

ⓑ 院の塀に取付く門の位置と構造を確認する。 
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ⓒ 院内を調査して建物構成とその変遷を確認する。 

[郡庁北東院] 

ⓐ 主要建物が４時期とならないか、柱穴の再検討を行う。 

ⓑ 西辺以外の掘立柱塀を確認して院の規模を確定する。 

ⓒ 塀に取付く門の位置と構造を確認する。 

ⓓ 院内の東と南の位置を調査して建物構成とその変遷を確認する。 

[郡庁東院] 

ⓐ 東院を囲む掘立柱塀の南辺を確認して東院の規模を確定する。 

ⓑ 東院の塀に取付く門の位置と構造を確認する。 

ⓒ 東院南半を調査し、建物構成とその変遷を確認する。 

[その他の曹司] 

ⓐ 各院以外の平坦面を調査して建物構成とその変遷を確認する。 

・整備活用 

 郡庁院周りの各院については、史跡整備の実施に際して必要が生じた場合

は追加調査を行い、遺構保存と遺構表示を中心に活用を図る。 

 

Ｂ地区…・保存管理 

Ａ地区同様、発掘調査が進んでいる地区であり、本史跡のシンボルともい

える正倉の礎石が良好な保存状態で残存していることから、優先して礎石

等の遺構保存と遺構表示・園路整備等を中心に行い、定期的な環境整備を

行いながら活用を図る。 

またこの地区は、史跡への南側出入り口ともなることから、南側団地住

民の理解と協力を得るようにする。また、近年史跡内でイノシシ等野生動

物が確認されていることから、史跡の保存・安全管理にも十分配慮する。 

    ・発掘調査 

発掘調査は、大半が実施されているが、以下のような課題が残されている

ため、史跡整備の実施に際しては、必要に応じて追加調査を行う。 

[正倉院] 

ⓐ 正倉郡の北側と中央列の建物を調査し、正倉の構成を確定する。 

ⓑ 院内北東部を調査して、屋の構成と変遷を明らかにする。 

    ・整備活用 

     良好に遺存している正倉群の礎石や周辺景観を最大限に活かした史跡整

備を計画し更なる活用を図る。 

 

Ｃ地区…・保存管理 

現況は樹木が林立し、良好な緑地を形成している。必要な箇所について枯

枝伐採等環境整備を行いながら、緑地修景・安全管理に努める。特に西側



 

48 

は急傾斜の範囲が多いことから、安全管理により留意する。 

    ・発掘調査 

地形形状から建物遺構等は存在しないと想定されるが、当時の通路等が 

確認されている箇所もあり、以下のような課題が残されているため、史跡

整備に際しては、必要が生じた場合のみ追加調査を実施する。 

 

[正倉院] 

ⓐ 郡衙と外部を結ぶ通路の位置を確定して変遷を把握する。 

・整備活用 

      良好な緑地の保全と持続的な管理を実施しつつ、可能な範囲で歴史公園 

としての遺構表示や当時の通路の再現を行う。また、園路や管理用道路の 

設置や便益施設等来訪者の利便性を確保し、更なる活用を図る。 

 

Ｄ地区…・保存管理 

     史跡指定地内唯一の道路で、史跡の保存管理等に支障が生じないように、

持続的な維持管理を行う。 

    ・発掘調査 

          Ａ～Ｃ地区に係わる発掘調査に関連して必要が生じた場合に実施する。 

    ・整備活用 

     史跡の保存管理や整備活用に係わる基幹道路、また地域住民の生活道路と

して史跡景観に配慮しつつ整備を行う。 

 

Ｅ地区…・保存管理 

Ａ地区・Ｂ地区に係る墓地であり、土地所有は亘理町となっている。平成

１４年度の取り決めにより、現在管理区域としている下郡契約会管理地内

でのみ墓石建立等を行うこととしている。墓石建立などの現状変更の際は、

これまでと同様に宮城県・文化庁との協議を行って計画を進める。 

    ・発掘調査 

     必要に応じて現状変更に伴う発掘調査を実施する。 

    ・整備活用 

     当地区の現状変更に際しては、景観にも配慮しながら遺構保存に努める。 

     また、周辺地区の史跡整備に際しても墓地の存在を考慮した計画とする。 
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② 史跡指定地周辺 

 

   イ）地区区分 

 【指定地外遺跡包蔵地】 

Ｆ地区…史跡の公有化に伴い、史跡隣接地としての利活用を想定して公有地化した地

区で逢隈駅西地区と南地区がある。それぞれ土地の形状や環境に課題がある。

発掘調査は逢隈駅西地区の一部で実施しているが、遺構は確認されていない。 

 

Ｇ地区…ＪＲ逢隈駅周辺地区。ＪＲ逢隈駅は現在無人駅であるが、史跡への導入路や

案内施設設置等利活用を図ることが見込まれる地区。 

 

Ｈ地区…史跡指定地の隣接地で畑・山林・宅地・道路・水路・JR 逢隈駅と鉄道軌道

からなり、史跡関連遺構や別時代遺構確認の可能性がある地区。 

 

  【指定地外周辺地域】 

Ｉ地区…本史跡周辺で遺跡が分布するエリアで、横穴墓群や集落など関連遺構発見の

可能性が考えられる地域。 

 

ロ）各地区への対応指針 

【指定地外遺跡包蔵地】 

 

Ｆ地区…現況は草木が繁茂する斜面または平坦地で、駐車スペースや史跡への導入口

としての利活用が見込まれる地区であるが、現状では利活用しづらい地形や

範囲であることから、検討が必要である。民家も近く、また未調査の範囲も

多いことから、確認調査の実施や近隣住民との協議を図りながら慎重に計画

を策定し、安全に配慮して活用を図る。 

 

Ｇ地区…駅に隣接した史跡というメリットを活かすため、町関係部局やＪＲ等と検

討・協議を行い、利活用を図ることができるよう計画を策定する。また、現

在無人駅であり、駐輪場は指定管理により運営されていることから、関連整

備後の管理について充分検討を行う。 

 

Ｈ地区…宅地化等により既に削平されている範囲もあるが、史跡関連遺構または別時

代の遺構分布の可能性があることから、開発計画があった場合は協議・手続

きを行い、必要に応じて発掘調査を行った上で事業者や住民に理解を求めな

がら事業を進める。 
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【指定地外周辺地域】 

Ｉ地区…本遺跡周辺に分布する遺跡において関連遺構が発見される可能性があるた

め、開発計画があった場合は協議・手続きを行った上で、事業者や住民に理

解を求めながら慎重に事業を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版１８ Ａ地区／郡庁院等 (東より)          図版１９ Ｂ地区／正倉跡 (南より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版２０ Ｃ地区／既存緑地 (空中写真 北より)     図版２１ Ｄ・Ｅ地区／既存道路・北墓地 (南より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版２２ Ｆ地区／逢隈駅西 (南東より)              図版２３ Ｇ地区／逢隈駅東 (北西より) 
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３．整備活用計画 

 

 （１）整備計画 

 

    ① 全体計画 

 

本史跡は全国的に見ても極めて保存状態の良い郡衙遺跡であり、亘理郡のみならず

東北地方の歴史を知るうえで重要な遺跡である。また、雑木林や草地が広がる里山と

しても良好な環境が保たれている。このような本史跡の保存・継承を図るとともに整

備・活用を進めて歴史的価値と魅力を広く周知し、地域のみならず広く人々に親しま

れる史跡となることを目指す。 

 

      イ）基本方針 

 

立地条件や現在の状況など、本史跡を取り巻く様々な環境を踏まえ、本基本計

画策定のための基本方針を以下のとおり定める。 

 

◆ 歴史環境の保存と継承 

 

                   様々なかたちで地域に受け継がれてきた歴史遺産は、生活環境や地域文化

の形成にも大きな意味と価値を持っている。 

          亘理の歴史や風土を守り育てるため、このような歴史遺産の一つである本

史跡を保存し、その背景となる自然環境とともに何世代にもわたり継承する。 

 

        ◆ 地域の歴史学習への活用 

 

          学校教育や生涯学習のなかで地域独自の歴史や文化を学ぶことへの関心が

次第に高まっていることを踏まえ、知識として学ぶだけでなく、当時の亘理

郡周辺の社会状況や人々の生活の様子を実感できる生きた歴史の体験や学習

の場所として効果的に活用できる整備や関連事業を進める。 

 

        ◆ 歴史観光やレクリエーションなどへの活用 

 

          本史跡と、延喜式内社である安福河伯神社や、亘理領主伊達氏歴代墓所を

はじめとして町内に数多く点在する貴重な歴史遺産を相互にネットワーク化
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することにより相乗効果を高め、歴史観光資源としての掘り起こしを図る。 

また、周辺地域の文化施設や優れた自然景観等で親しまれている観光地と

も関連させることにより、日常的なレクリエーションの場としての利用にも

十分に配慮することで、亘理の歴史や風土を気楽に体感できるような活用事

業を促進する。 

 

      ロ）基本理念・コンセプト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２１図 基本理念・コンセプト 概念図 

 

        ◆ 基本理念 

 

                 【自然風土と歴史環境の調和】 

              様々な開発や自然災害により日々変化する環境の中で、亘理の歴史や風土

を見つめ直す場所として、本史跡は重要な位置を占めると考えられる。 

史跡の特性を活かした歴史的な環境の整備を進めるとともに、自然や地域

文化との調和を図り、四季の移り変わりを背景とした日常の暮らしの中でも、

当時の歴史を感じられるような空間形成とその保存活用を目指す。 

 

               ◆ 基本コンセプト 

 

【豊かな歴史文化の再生】 

＊遺跡の特性や立地条件を活かしながら歴史的な環境を整備し、保存・継承

を図る。 
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＊史跡の立地する自然環境やその歴史的価値を活かし、亘理固有の風土や歴

史の積重ねを感じられるようにする。 

 

【わかりやすい歴史情報の提供】 

＊亘理郡衙の歴史的位置付けや性格、役割等に関する情報提供を行う。 

＊亘理郡衙施設の規模・構成等が直接的に体感できる遺構表現を行う。 

＊亘理郡衙で働いていた人々の仕事や生活に係わる遺物等により、当時の様

子等の再現表示を行う。 

 

【親しみやすい緑地空間の形成】 

  ＊史跡整備に芝生広場や緑陰などレクリエーションの場を取り入れ、日常的

に誰もが気軽に憩えるようにする。 

  ＊四季折々の広葉樹林の移り変わりや史跡内移動時の連続的な景観の移り

変わりにも配慮し、歴史学習や日常的散策をより楽しめるようにする。 

  ＊既存の広葉樹林を出来るだけ保全しながら修景し、里山的な季節感や生活

感のある緑地空間を育成する。 

 

      ハ）整備計画地区区分 

 

          整備活用計画に係わるゾーニング及び各地区を対象とする整備活用指針につ

いては、２．保存管理計画の項で記載した地区区分に準じるものとする。 

                 なお、具体的な整備活用事業の主な対象となる史跡指定地及び関連地区の地区

区分について再記載すると以下の通りである。 

 

        ◆ 史跡指定地内 

 

【Ａ地区(郡庁院等)】 

発掘調査により、郡衙の実務施設である郡庁院・館院などの施設が確認され

ている地区。 

      ＊既発掘調査地 

既に発掘調査がほぼ終了しており郡庁院等に関する発掘調査を中心とし

た研究成果が得られている地区。 

＊未発掘調査地 

比較的平坦であることや、発見遺構の状況から、建物跡・区画溝等の関

連遺構が確認される可能性がある地区。 

[整備活用の指針] 

郡庁院については、亘理郡衙の中心施設として、遺構保存と遺構表示を中
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心に史跡整備を実施し活用を図る。 

郡庁院周りの各院については、史跡整備の実施に際して必要が生じた場合

は追加調査を行い、遺構保存と遺構表示を中心に活用を図る。 

 

【Ｂ地区(正倉院)】 

当時の正倉の礎石が良好に残存し、正倉の配置と正倉院の規模や構造が直接

的に理解できる地区。 

[整備活用の指針] 

良好に遺存している正倉群の礎石や周辺景観を最大限に活かした史跡整備

を計画し更なる活用を図る。 

 

【Ｃ地区(丘陵斜面)】 

郡衙の立地する丘陵の自然地形が残る斜面部で、通路遺構等の存在が想定さ

れる他、良好な緑地が広がる地区。 

[整備活用の指針] 

良好な緑地の保全と持続的な管理を実施しつつ、可能な範囲で当時の通路

の再現を行うとともに、園路や管理用道路の設置、また便益施設等を適宜

配置して来訪者の利便性を確保し、更なる活用を図る。 

 

【Ｄ地区(既存道路)】 

史跡指定前から存在し、史跡内の保存管理及び地域住民の生活道路や墓参り

等に利用されている。 

[整備活用の指針]       

史跡の保存管理や整備活用に係わる基幹道路に位置付け、また地域住民の

生活道路として史跡景観に配慮しつつ整備を行う。 

 

【Ｅ地区(墓地)】 

史跡指定地内に明治時代から設置されている下郡地区契約会管理墓地。北墓

地と南墓地に分かれる。  

[整備活用の指針] 

当地区の現状変更に際しては、景観にも配慮しながら遺構保存に努める。 

また、周辺地区の史跡整備に際しても墓地の存在を考慮した整備を行う。 

 

◆ 指定地外地区 

  

【Ｆ地区】 

史跡の公有化に伴い、史跡隣接地としての利活用を想定して公有地化した地
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区で、逢隈駅西地区と南地区がある。それぞれ土地の形状や環境に課題があ

る。発掘調査は逢隈駅西地区の一部で実施しているが、遺構は確認されてい

ない。 

[整備活用の指針] 

現況は草木が繁茂する斜面または平坦地で、駐車スペースや史跡への導入

口としての利活用が見込まれる地区であるが、JR常磐線逢隈駅や民家も近

く、また未調査の範囲も多いことから、協議・確認調査の実施や JR・近隣

住民等との協議を図りながら慎重に計画を策定し、安全に配慮して活用を

図る。 

 

【Ｇ地区】 

JR 逢隈駅周辺地区。JR 逢隈駅は現在無人駅であるが、史跡への導入路や案

内施設設置等利活用を図ることが見込まれる地区。 

[整備活用の指針] 

駅に隣接した史跡というメリットを活かすため、町関係部局やＪＲ等と検

討・協議を行い、利活用を図ることができるよう計画を策定する。また、

現在無人駅であり、駐輪場は指定管理により運営されていることから、関

連整備後の管理について充分検討を行う。 

 

    ② 個別計画 

 

イ）緑地計画 (参照：第４０図 整備基本計画 緑地・動線計画図) 

 

本計画では基本理念として「自然風土と歴史環境の調和」を掲げている。史跡

が立地する低丘陵には既存緑地(広葉樹林)が広がり、里山的自然が良好な自然風

土の一端を体感することが可能である。 

史跡の本質的価値である亘理郡衙が立地する自然風土をより親しく理解して

もらうためにも自然と歴史の一体的な整備活用計画が必要不可欠である。 

 

               ◆ 基本方針 

 

この広葉樹林を緑陰や背景林としてだけでなく、自然風土の一端を体感で

きる里山的な体験学習の場を目指した管理運営が望まれる。その具体的な対

策としては、以下のことが考えられる。 

  ＊ 低丘陵と広葉樹林からなる自然環境全体を良好な状態で保全する。 
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＊ 史跡景観の構成要素として景観や緑陰等の役割にも十分に配慮して修景

するとともに、史跡内の各視点場からの眺望を意識した緑地の間伐や整枝

等の維持管理を継続的に実施する。 

                  ＊ 広葉樹林の四季折々の変化を踏まえ、地域住民による里山的活用を図る。 

                  ＊ 史跡整備本来の目的である歴史学習と併せて自然観察等の自然の体験学

習が可能な、親しみ易く利用しやすい緑地空間の形成を図る。 

                  ＊ 目的に沿った段階的な緑地の位置付けを行い、効率的に管理の軽減を図る。 

 

               ◆ 緑地の修景整備と維持管理 

                    史跡地内の緑地形成に係る修景整備と維持管理の考え方については概ね以

下の３つに分けられ、それぞれの目的に沿った整備と管理を目指す。 

            【多目的広場(Ｆ地区)・芝生広場(Ｃ地区)】 

         ＊ 修景整備 ～ 地被植栽：野芝張り 

         ＊ 維持管理 ～ 様々な利用形態に配慮し園地的管理を行う。 

        【郡庁院等(Ａ地区)・正倉院(Ｂ地区)】 

＊ 修景整備 ～ 地被植栽：芝吹付け、既存樹木：眺望確保のための間伐や 

整枝による疎林化 

＊ 維持管理 ～ 下草刈込みによる歴史景観に配慮した準園地的管理を行う。 

        【丘陵斜面・既存緑地(Ｃ地区)】 

＊ 修景整備 ～ 園路沿い及び周辺緑地を間伐や整枝による緑地修景する。 

＊ 維持管理 ～ 上記整備対象地等の里山的広葉樹林域の育成管理を行う。 

 

      ロ）遺構等表示計画 (参照：第３９図 整備基本計画 全体平面図) 

                

         史跡三十三間堂官衙遺跡の本質的価値である曰理郡衙当時の様相について、考

古学による発掘調査成果や文献史学による歴史研究の成果に基き、現地にて直接

的に歴史を感じ、理解できるように可能な限り遺構全体の平面的な表示を図る。 

 

               ◆ 基本方針 

          史跡三十三間堂官衙遺跡すなわち曰理郡衙跡は平安時代前半を中心に機能

し、当時の郡衙の主要な構成要素である郡庁院、正倉院、館院等の遺構が良

好に残る全国的にも数少ない貴重な遺跡である。 

          以上を踏まえて、当時の郡衙における各院の役割や規模、建物等の配置や
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構成等について、現地で直接的に感じ、理解できるような遺構の表示や顕在

化等を主とした整備を行う。 

 

        ◆ 郡庁院等(Ａ地区) 

          発掘調査の成果として、郡庁院等地区の範囲は溝により区画された南北約

６５ｍ、東西約５０ｍで、第Ⅰ期～第Ⅳ期の４時期の変遷が確認されている。

そのうち建物の配置が明確で最も整備された第Ⅱ期(９世紀中葉)を対象とし

て全体的に遺構等の表示を計画する。 

郡庁院等地区では、郡庁院を中心として東院、北東院、北院の他に道路や

全体を区画する溝等が確認されている。 

当地区の遺構表示に関する基本的な考え方は以下の通りである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        第２２図 郡庁院等遺構表示 概略平面図 

 

＊郡庁院 

郡庁院については、ほぼ発掘調査が終了しており、構成する当該遺構期の

建物としては正殿、西脇殿、北東・北西建物、北辺建物、南門、東門、掘

立柱塀等の遺構が確認されている。 

 これらの遺構については、以下のような考えを基に基本設計段階でさらな

る具体的検討を行う。 

 ・郡庁院の性格、役割、広さ等が実感できるように上記の全ての構成施設

について表示する。なお、北西隅部で管理用道路と重複する箇所につい
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ては、路面に合せて表示するなど、基本設計段階で具体的に検討する。 

・各建物の基本的な規模や構造等について視覚的に理解できるように、柱、

仕切壁、屋内土間又は床、屋外軒下等を表示する。(第２３図参照) 

＊東院・北東院・北院 

 各院の規模や建物構成等については、まだ不確定要素があることから、整

備に際しては必要に応じて補足発掘調査を行うこととし、その成果を踏ま

えて基本設計段階で検討を進める。 

＊その他の遺構 

          部分的に確認されている道路遺構については園路と重ねて表示し、区画溝

については現況を視覚的に顕在化することで理解を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           第２３図 掘立柱建物遺構表示(案) 

        ◆ 正倉院(Ｂ地区) 

            正倉院は南北約１５６ｍ、東西約１４０ｍのほぼ方形の区画溝で囲まれた

地区で、正倉は礎石建物で１０棟分の礎石が現在も良好に遺存している。 

          また、同地区では他に北東部では掘立柱建物で構成される屋が確認されて

いる。正倉院の各建物遺構表示に関する考え方としては以下の通りである。 

 

         ＊正倉礎石建物遺構 

          当時の礎石が極めて良好に遺存しており、平安時代前半の曰理郡衙の様子

を彷彿とさせる様な歴史的景観を有している。したがって、極力現況を最

大限に活かすような整備を図る。礎石欠損箇所には新たに柱位置の表示を

行うが、仔細な仕様は今後の検討とする。また、基壇化粧石等は確認され

ていないため、建物の規模が想定できるような軒の出を想定して土壇状に

基壇を表示し、全面を芝張りとする（第２５図参照）。 
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 ＊屋-掘立柱建物遺構 

          平面表示に関する考え方は郡庁院に倣うこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              第２４図 正倉院等遺構表示 概略平面図 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２５図 正倉遺構表示(案) 

ハ）情報・サイン計画 

 

◆ 基本方針 

          史跡見学者に対して必要な関連の情報・サイン計画については、ハード面

からとソフト面から以下のような基本方針に沿って実施を図る。 
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第２６図 情報提供 概念図 

 

◆ ハードによる現地での案内・解説 

            史跡三十三間堂官衙遺跡に関連する現地での情報提供の方法としては案内

板や解説板による場合が一般的である。各種サインの役割の明確化、板面の

レイアウト内容や台座の歴史的景観に調和したデザイン面での統一性が不可

欠となる。 

               現段階での案であるが、一例として以下のような案内・解説施設の設置を

想定する。 
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第２７図 案内・解説板 
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        ◆ ソフトによる様々な情報提供 

これまで文化財等に関する情報を現地で提供する方法は、案内板、説明板、

リーフレットなどに限られてきた。 

しかし、近年インターネット等の技術的な進歩が著しく、従来からのホ 

ームページや書籍等の印刷物による情報提供に加え、現地でもスマートフォ

ンやタブレットを通して当時の様子をリアルな再現映像等により理解しても

らう事が可能となってきている。 

遺構の表現や解説板等による現地での歴史理解には限界が有り、上記のよ

うな新たなソフトの有効活用は史跡三十三間堂官衙遺跡を訪れる利用者の

様々なニーズに対応するためにも必要不可欠なアイテムである。 

 

                 【ホームページの開設】 

           ホームページの主な利用目的としては、史跡三十三間堂官衙遺跡を訪れよう

としている利用者がその情報を事前に取得し現地の歴史や現況を把握する

こと等が揚げられる。また、来訪時にも現地での解説板、案内サイン等の補

完情報としても利用可能である。 

            以上のことを踏まえ、例えば下記のような情報提供が想定される。 

                   ＊ 歴史解説 

              ・通史における歴史背景 

              ・古代城柵官衙遺跡の概要 

                      ・史跡三十三間堂官衙遺跡の歴史的意義 

              ・同時代周辺関連遺跡 

                   ＊ 整備状況、利用案内 

              ・史跡整備状況の紹介 

              ・史跡巡りコース案内及び所要時間等 

              ・ガイダンス施設(亘理町立郷土資料館)展示の紹介 

              ・利用案内、アクセス(所要時間等) 

                   ＊ 発掘調査、イベント等に関する最新情報 

              ・当該年度発掘調査地点、成果の紹介 

                      ・開催予定イベントの案内 

                   ＊ 町域他文化財等の案内 

              ・亘理町歴史文化の紹介 

              ・亘理町歴史巡りコースマップ 

                   ＊ 他城柵官衙遺跡の情報 

              ・関連城柵官衙跡の見学案内 

              ・同上マップ、交通案内等 
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            【印刷物による歴史学習】 

           ホームページや現地での解説板等による情報提供からさらに詳しい歴史学

習を希望する利用者については下記の専門書や概要書などの印刷物または

ウェブサイト上での閲覧等により情報の取得が可能となる様に配慮する。 

           また、印刷物に基づくシンポジウムや講演会等のイベントや定期的な歴史教

室等の開催もより深い歴史理解には有効である。 

             ＊ 歴史研究書 

                   ＊ 発掘調査報告書 

            ＊ 歴史解説概要書 

            ＊ リーフレット等 

 

                 【スマートフォン等端末の活用】 

           近年はスマートフォン・タブレット端末を日常的に使用し情報を収集する人

の割合が急速に増えたことから、新しい情報提供の媒体として博物館などで

取入れられ、文化財でも注目され始めている。先行事例では、スマートフォ

ン・タブレット端末向けのアプリを制作し、それぞれの所有機にダウンロー

ドして使用するか、施設に準備した貸し出し機を持ち回ることができるよう

に運用している場合が多い。 

           スマートフォン・タブレット端末を活用することは、従来の方法ではどうし

ても概略的になりがちだった情報を補足し、興味の度合いによって、より深

い理解を助けることができる。また、子ども向け、愛好者向け、障害者向け、

外国人向けなど多様化する利用者のニーズに合わせて、情報の選択肢を準備

することができる。さらに、費用面で更新が容易ではない従来の方法に比べ

て、丁寧な維持管理を続けて内容を随時更新することで、運用の改善や最新

情報の導入を行うことも可能である。そして工夫次第では文化財見学後も見

学者に対して興味や思考を促し続けることができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２８図 史跡内での情報提供の方法 
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＊ アプリの内容例 

［詳細情報］ 

    概略的な解説板の情報を補足する形で、文章、画像、CG動画等でより詳し

い情報を提供する。解説板にかざすことで表示するなど、連携も可能。    

［音声ガイド］ 

 見学動線に合わせて、イヤホンから音声で解説する方法。視覚障害者に対

しても有効な方法。また、展示に近づくことで自動的に音声を流す、見学

者の属性に合わせて内容を変えるなど、工夫をすることも可能。  

［ＶＲ］ 

  カメラ撮影の要領で端末を目の前にかざすと、実際の風景を背景に当時の

建物などを再現した３ＤＣＧが表示される。端末を自由に動かして見るこ

とができ、実際にその時代のその場所にいるような疑似体験ができる。 

［ＡＲ］ 

    特定の場所に近づくと画面にキャラクターなどが現れ、記念撮影などがで

きる。コースをクリアすると表示されるといった工夫も可能。 

［コース案内］ 

    従来はパンフレットで提供していた見学コース案内に、さまざまな付加機

能を持たせることができる。上記の「詳細情報」「音声ガイド」「ＶＲ」「Ａ

Ｒ」などと連携して、実際にコースを巡りながらこれらの機能を使うこと

が可能。また、近辺の歴史散策などの場合、端末のＧＰＳ、地図アプリ等

と連動して位置の把握や、保存することも可能である。スタンプを集める、

クイズに答えるなど、ゲーム性を持たせて、愛好者や子ども向けの内容に

するといった工夫もできる。 

 

     以上スマートフォン・タブレット端末の活用例をまとめたが、それだけ

が質の高い情報提供を行うための唯一の方法ということではないと考える。

十分な人数の人員を継続的に確保し組織を有機的に維持することができれ

ば、人対人の情報提供を行うことが、本来理想的である。 

     しかし、すべての文化施設が人員確保や組織の維持を行うことは難しく、

そのような中で質の高い情報提供を実現するためにスマートフォン・タブ

レット端末を活用することは、今後有効な方法の一つであると言える。ま

た、本史跡だけでなく亘理町全体の文化財に関する専用ホームページを開

設し、歴史のみでなくアクセスや四季折々等のライブな情報提供も重要で

ある。 
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ニ）アクセス・動線計画 (参照：第４０図 整備基本計画 緑地・動線計画図) 

 

◆ 基本方針         

 

          広域からの史跡へのアクセスとしては、鉄道ではＪＲ常磐線を利用して逢

隈駅下車、また、車道では常磐自動車道や国道６号を利用して逢隈駅前(駅東

地区)へ至るルートが想定される。 

一方、上記の駅東地区から史跡へのアプローチについては、史跡の東側に

沿ってＪＲ常磐線が南北に走っているため様々な制限が生じる。現況では史

跡への直接のアプローチは大型バスでは不可能であり、その他の普通乗用車

や歩行者等も逢隈駅の南方約２００ｍにある踏切を迂回せざるを得ない。ま

た、史跡内の動線についても史跡の保存を前提とするため、地形に合わせた

詳細な検討を必要とする。 

本基本計画では、以上の前提条件を踏まえ、史跡導入部までのアプローチ、

導入部からの史跡内動線については、史跡東側に逢隈駅が隣接する利点を活

かしつつ、以下のように計画する。 

 

 

 

 

 

 

 

第２９図 広域アクセス 

          ◆ 史跡へのアプローチ 

 

本史跡への唯一のアプローチ道路として利用可能な、計画地の東側から西

向きに延びる既存道路沿いに２箇所の主導入を設定する。 

また、計画地西側からの１ヶ所と南側に２ヶ所ある既存の道を主に地域住

民の利用を想定して副導入として設定している。 

           主導入部へのアプローチとしては以下のとおりである。 
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                  【主導入１(案内広場１)】へのアプローチ 

計画地の東側から西向きに延びる既存道路を通り、計画地内に新設する案

内広場１を起点とする導入部である。道幅が６ｍ前後と狭いため、主に小

型マイクロバス、普通乗用車、二輪車等によるアプローチを想定している。 

また、導入部１からは郡庁院、正倉院の双方向へ導入可能であり、案内広

場１には史跡全体の総合案内板やトイレを設置する。 

なお、車椅子利用者は当導入部が見学起点となる。 

 

                  【主導入２(案内広場２)】へのアクセス 

電車や大型バス等でアクセスし、逢隈駅東地区を起点として徒歩により史

跡へアプローチする見学者を想定した導入部である。 

主導入１へは距離も長く急な坂であるため、徒歩でアプローチする見学者

のうち高齢者等には適さないことが想定されるため、ＪＲ常磐線沿いで駅

西地区の多目的広場に近接する箇所に案内広場２と導入部２を計画する。 

当導入部からは低丘陵先端部の小高い斜面を徒歩で越える必要があること

から歩行者のみ利用が可能で、多目的広場を経由し郡庁院に至る動線とな

る。また、案内広場２には総合案内板を、多目的広場には休息施設と史跡

全体地形模型等を設置する。 

 

◆ 史跡内の動線 

 

史跡内の動線を目的別に類別すると概ね以下のとおりである。 

＊ 歴史学習、体験学習 など 

＊ 自然観察、レクリエーション など 

＊ 管理運営(維持管理、資材搬入、緊急時)など 

＊ 生活道路(共同墓地、通学通勤)など 

このうち新たに設ける動線としては、歴史学習や自然観察等への利用を想

定している連絡園路と散策路がある。また、管理運営や生活道路関連の動線

は既存道路を利用することとする。 

また、動線上で史跡内外への眺望が得られる視点場についても,眺望の更な

る確保と眺望に関する解説板の設置等も併せて計画する。 
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                 【管理用道路(幅員 約３.０ｍ)】管理運営、生活道路 など 

主に史跡地内の既存道路(幅員３～４ｍ)を利用して管理運営用を兼ねた道

路を整備する。路面の舗装等は軽乗用車対応とし、逢隈駅西地区への連絡も

管理用道路として新たに延長整備する。 

また、墓参り、通勤通学等、近隣住民の生活道路としての利用にも配慮する。 

 

    【連絡園路(幅員 約２.１ｍ)】歴史学習、レクリエーション など 

主に史跡見学者のための主たる動線で、史跡内の主な史跡整備エリアや案内

施設などを連絡する。高齢者や幼児等の利用にも配慮して、極力勾配を緩く

取れるような路線計画とする。 

また、路面舗装は歴史環境に調和するように配慮し、発掘調査で確認されて

いる道路遺構についても当連絡園路の一部として可能な範囲で別の舗装材

で表示する。 

 

               【散策路(幅員 約１.２ｍ)】自然観察、レクリエーション など 

林間の散策路や連絡園路のショートカット動線としての利用が想定される

園路を整備する。原則としてスロープとするが、一部には地形に合わせて階

段も設けるほか、舗装材にも土舗装の他バリエーションをもたせるなどして

楽しく散策できるよう変化をつける。 

また、既存の雑木林の中に踏み分け程度のあまり手を加えない山道を状況に

合わせてつくり、里山的自然の観察や体験にも役立てる。 

              

               【車椅子利用者などの動線】 

車椅子利用者などの動線については、史跡が標高３０ｍ前後の丘陵上にあり

地形に起伏があるため、基本的には案内広場１を起点として主に管理用道路

や連絡園路の緩傾斜部分を利用した史跡見学を想定している。 

また、必要性に応じて、案内広場１よりさらに管理用道路を利用した自家用

車の乗り入れを認め、道路沿いの管理用小スペースを起点として史跡整備地

区の主要なエリアを見学できるよう運営上の配慮も行う。 
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               【動線上の眺望視点場】 

          史跡内外から眺望の良い視点場は史跡が立地する低丘陵斜面部のほぼ全域

が広葉樹林帯で覆われていることもあり、以下の数地点に限られる。 

          ＊視点場１：逢隈駅プラットホームから郡庁院方面への眺望 

           史跡見学の起点となる場所で、現況ではわずかに郡庁院等が存在する丘 

陵頂部が見える程度であるが、手前丘陵斜面部の樹木を適宜、伐採又は 

整枝することで眺望の広がりを確保する。 

                   ＊視点場２：郡庁院から遠く太平洋への眺望 

           郡庁院正殿付近から望める太平洋では、郡衙機能時、河口の湊を繋ぐ水上

交通が発達していたことも想定されている。また、視点場からは、樹木の

間伐や整枝等を前提として正倉院方面の眺望も可能である。 

                   ＊視点場３・４：案内広場１及び正倉院北東端より郡庁院方面への眺望 

           視点場１・２と同様に既存樹木の間伐や整枝を必要とするが、樹間を通し

て郡庁院等地区の様相を窺うことが可能である。 

          ＊視点場５：駅西地区への迂回路の途中で阿武隈川への眺望の可能性が想定

される視点場で、既存樹木の伐開等による眺望の確保を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版２４ 視点場１(逢隈駅ホームより郡庁院を望む)    図版２５ 視点場２(郡庁院より太平洋を望む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版２６ 視点場３(案内広場１より郡庁院を望む)    図版２７ 視点場４(正倉院北東端より郡庁院を望む) 
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          ホ）施設配置計画 

 

                 史跡見学者、レクリエーション利用者、イベント参加者等多様な活用形態を想

定し、各来訪者が楽しくまた快適・安全に過ごせる史跡空間の形成を目指して以

下の利便施設・管理施設の配置を計画する。 

 

        ◆ 起点施設 

         主に史跡見学時の起点として下記の施設や広場を設ける。 

         ＊逢隈駅東地区 

          JR常磐線や大型バスで訪れる人々の見学起点を想定して設置する。 

          ・ガイダンスコーナー(逢隈駅待合所内／パネル・映像展示等) 

          ・駐車場(逢隈駅前広場／中型・大型バスに対応) 

          ・公衆トイレ(駅利用者と共用) 

         ＊案内広場１ 

          主に南エリア(正倉院等地区 9への導入部として設置する。 

          なお、地域の墓参者や車椅子利用者を除く一般車両についてはこれから先

への侵入を制限する。 

          ・休息施設(東屋＋正倉院等小ガイダンスコーナー) 

          ・総合案内(史跡全体案内) 

          ・多目的スペース(兼管理用小型車駐車) 

          ・進入制限車止 

         ＊案内広場２ 

          主に北エリア(郡庁院等地区)への導入部として設置する。 

          なお、郡庁院等の小ガイダンスについては、さらに奥の逢隈駅西地区に設

置する休息案内施設で計画する。 

・総合案内(史跡全体案内) 

          ・多目的スペース(小型乗用車駐車兼管理用) 

 

        ◆ 利便施設 

         史跡の東側に隣接する逢隈駅西地区に曰理郡衙の立地や全体的様相等の理解

を目的とした全体地形模型と郡庁院等小ガイダンスコーナーを有する休息案

内施設、トイレ等を設置する。 

         また、イベント等の開催も可能な広さの広場も計画する。 

 

         ＊逢隈駅西地区 

          ・休息案内施設＋地形模型展示 

          ・多目的広場(イベント開催等、兼管理用車両駐車) 
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         ＊東屋等休息施設 

          夏季の避暑や雨天時の避難場所も兼ねて東屋の設置を計画する。 

先に記述した駅西地区、案内広場１の他に郡庁院等地区の東側斜面部と正

倉院地区芝生広場の設置を予定している。 

＊公衆トイレ 

           本計画の策定に際して史跡内または隣接地での公衆トイレの設置を検討し

ているが、周辺地区において下水設備が施されていないため、浄化槽埋設等 

の工事が必要である。史跡保護を前提とした条件整備を行い、案内広場１ 

又は２での設置を想定して基本設計段階で検討を進める。         

 

        ◆ 管理施設 

          史跡の除草等維持管理や広葉樹林の修景保全等に利用することを主な目的

とし、既存道路(Ｄ地区)を管理用道路として排水施設も含めて整備する。 

なお、当道路は幅員が約３ｍと狭いため、管理車両の一時駐車や対向車との

離合のための小スペースを道路沿いに適宜設置する。 

 

         ＊管理用道路(幅員約３ｍ) 

         ＊一時駐車、離合用小スペース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３０図 施設配置計画 平面図 
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第３１図 郡庁院等地区 整備イメージ図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３２図 正倉院地区 整備イメージ図 
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 （２）活用計画 

 

    ① 歴史学習 (本史跡を利用した学習) 

 

          本史跡を通しての歴史学習については学校教育の一環として、また、一般の人々に対 

    しては、亘理町民を対象とした生涯学習の中で、町外の人々に対しては現地見学会等の 

学習会や観光的側面からの活動が想定される。 

          ここでは、これまで学校教育の一環として実施してきた「小学校文化財めぐり」を事 

例として掲載する。 

 

    【平成３０年度(2018)実施例】 

 

        ◆ 小学生文化財めぐり実施要項 

趣  旨 町内の史跡・遺跡を実際に見学し、古代・中世・近世の歴史学習をとおして

亘理町についてより一層理解を深めると共に、貴重な文化財の保護保全に対

する関心を高める。 

主  催 亘理町教育委員会    

日  程 平成３０年(2018)５月９日(水)～ ６月１９日(火) 

            時間８：３０～１１：３０ 

対  象 町内小学６年生(１１学級) 

学習内容 大    雄   寺：初代亘理領主伊達成実の霊屋・歴代領主夫妻の墓・山門 

      称   名   寺：国指定天然記念物シイノキ･県指定文化財阿弥陀如来立像 

        亘   理 神  社：臥牛城跡・亘理神社・戊辰戦争と亘理 

      竹 の 花 横 穴 墓：古墳時代後期の巨大な横穴墓 

      三十三間堂官衙遺跡：国史跡 平安時代の亘理郡の役所跡 

      郷 土 資 料 館：亘理の古代から近代までの歴史･民俗の展示 

 

本事業は昭和５０年代から町教育委員会事業として継続実施している。小学６年生が

日本の歴史学習を行うことに関連づけ、町バスを利用して町内のおもな文化財と郷土資

料館を町教育委員会職員の解説・引率により見学している。これをきっかけに文化財や

町の歴史、町づくりについて興味をもつ児童もみられ、継続学習に繋がっている。 

これまで本史跡も学習場所の対象としていたが、現状においては視覚的に理解しやす 

い礎石建物跡周辺の見学に留まっていた。本事業の実施により見学範囲の拡大や学習内 

容の充実･発展を図る。 

また、本史跡の利便性が整っていないことから、これまで実施に消極的であった一般･

団体向け史跡探訪会等の歴史学習事業を推進する。 
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  ◆ 小学生文化財めぐりでの学習風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版２８ 史跡三十三間堂官衙遺跡(正倉跡)             図版２９ 同左 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版３０ 初代亘理領主伊達成実霊屋             図版３１ 竹の花横穴墓 
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  ◆ 対象文化財及び施設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３３図 文化財及び施設 位置図 
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    ② レクリエーション (日常生活での活用) 

 

     ①で記した活用は主に本史跡の本質的価値である歴史を学び体感することで、それぞ

れの人達が現在の立位置で過去の出来事を踏まえあるべき未来を考えることを目的の一

つとしている。 

     一方、レクリエーション的活用は、周辺にくらす住民や亘理町民が、曰理郡衙跡とし

ての歴史的特性と併せて、四季折々に生活のなかでの日常的利用を図るものである。 

     主に対象となる場所はＡ・Ｂ地区の遺構表示以外の区域やＣ地区の広葉樹林域や園路

沿い及びその周辺域が想定される。 

     特にＣ地区については、良好な広葉樹林帯で構成され、継続的な里山的管理を行えば

四季折々の自然景観の変化が享受可能な緑地環境である。緑地の整備修景及び維持管理

の概略については「（１）整備計画 ①個別計画 イ」緑地計画」の項で記載している。 

一方、日常生活での活用パターンとしては、以下のような利用が想定され、里山体験

学習等を通じて活動ボランティアの育成や緑地管理ノウハウの蓄積が求められる。 

 

    Ｔ１：休息・団らん ～郡庁院等・正倉院地区の遺構表示以外の場所、芝生広場 

    Ｔ２：草花観賞   ～園路沿いの林床 

    Ｔ３：自然遊び   ～園路周辺の既存緑地 

    Ｔ４：自然観察   ～既存緑地全域 

    Ｔ５：散策・探勝  ～園路、管理用道路 

    Ｔ６：保全・緩衝  ～史跡指定地域外の丘陵斜面部の既存緑地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３４図 緑地活用のパターン 
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    ③ 文化財事業の実施（亘理町の歴史を学び体感する） 

 

亘理町の歴史や町内に分布する数々の文化財については、「１．総論 (１)亘理町の概

要 ③ 歴史環境」の項で触れたところである。 

     本史跡の歴史的・社会的価値を知るうえからも、古代から現代までの時の流れを学び、

体感することは極めて重要なことである。 

亘理町では平成６年にＪＲ亘理駅に隣接して町立郷土資料館を開館し、多くの町民や

町外からの学習・観光客の利用があり、併設した町立図書館の郷土コーナーを含め歴史

学習の拠点となっている。また、町内の文化財の概要紹介や見学コース等を記載した亘

理町文化財マップを作成し、普及･活用を図っている。 

     本史跡の整備活用事業の進捗と併行して、これら先行事業と関連させたイベントや講

演会等や、史跡周辺の関連文化財の探訪講座等、文化財活用事業のさらなる充実と発展

を図ることが必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３５図 文化財めぐりの拠点施設(亘理町立郷土資料館パンフレット) 
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第３６図 亘理町文化財マップ(以下同パンフレットより抜粋) 
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４．事業実施計画 

 

 （１）実施のプログラム 

 

    ① 基本方針 

効果的な事業の進展を図るため、以下の方針に基づき実施のプログラムを計画する。 

 

           ＊史跡整備工事に係る事業プログラムについては、第１次５ヵ年計画と第２次５ヵ年 

計画の２段階に分け、全体の事業期間を１０年間で計画する。 

      ＊第１次５ヵ年計画の開始予定年度を令和４年度(2022)とし、第２次５カ年計画の終

了予定年度を令和１３年度(2031)とする。 

           ＊各年次計画の開始前２年間を当該年次計画実施のための準備期間とし、当該年次計 

画の対象エリアに係る基本設計及び必要に応じて補足の発掘調査等を実施する。 

また、最初の準備期間に基本設計、実施設計に必要不可欠な史跡指定範囲全体を 

対象とした現況地形測量等を行う。 

      ＊年度毎に前年度の事業の進捗状況を踏まえ、次年度の整備内容の調整を行う。 

また、第１次５ヵ年計画終了時点でも全体の進捗状況を前提に調整し、第２次年次

計画の基本設計等を行う。 

 

    ② 各年次計画の概要 

       

      ◆ 第 1次５ヵ年計画 

      ＊令和４年度(2022)を開始年度として令和８年度(2026)までの５ヵ年で計画する。 

      ＊対象範囲は史跡指定範囲の南エリア(正倉院)及び関連地区とする。 

      ＊令和２年度(2020)に第 1次５ヵ年計画対象エリア全体の基本設計を実施する。 

      ＊各年度の整備内容は概ね以下の通りを予定する。 

       ・第 1年度 ～ 基盤、緑地整備(保護盛土、既存緑地修景 他) 

       ・第２-３年度 ～ 遺構整備(建物表示、区画施設表示、サイン等設置 他) 

        ・第４-５年度 ～施設整備(利便施設、管理施設 他) 

      ◆ 第２次５ヵ年計画 

      ＊令和９年度(2027)を開始年度として令和１３年度(2031)までの５ヵ年で計画する。 

      ＊対象範囲は史跡指定範囲の北エリア(郡庁院等)及び関連地区とする。 

      ＊令和７年度(2025)に第２次５ヵ年計画対象エリア全体の基本設計を実施する。 

      ＊各年度の整備内容は概ね以下の通りを予定する。 

       ・第 1年度 ～ 基盤、緑地整備(保護盛土、既存緑地修景 他) 

       ・第２-３年度 ～ 遺構整備(建物表示、区画施設表示、サイン等設置 他) 

        ・第４-５年度 ～施設整備(利便施設、管理施設 他) 
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第３７図 整備事業実施プログラム 
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 （２）事業の推進・実施に向けての体制 

 

本事業の実施を推進していくために想定される必要な体制のあり方としては、以下

のような組織構成が有効と考えられる。 

本基本計画に沿った事業の推進と実現を目標に、主に整備活用や管理運営に係る多

面的な検討を行う等、縦横に広がりをもった亘理町全体のコンセンサス形成を図る。 

 

      ◆ 事業の推進に係る協議部門 

＊検討委員 会：史跡三十三間堂官衙遺跡に係る発掘調査・保存管理・整備活用等の

全般について協議・指導を行い、研究者、地域代表、行政代表等で

構成される部門。 

＊事業調整会議：本事業担当部局と関連部局実務者間で適宜協議・調整を行う部門。 

＊連絡協議 会：行政機関と地域住民等の民間が協働で主に整備活用や管理運営等に

係る活動方針等について調整や連絡協議を行う部門。 

 

◆ 事業の実現に係る関連行政機関や民間組織 

＊上位機関：文化庁や宮城県教育庁の担当部局で事業の実現に係る行政指導を行う。 

＊実施機関：事業主体である亘理町の担当部局や関連部局で直接に事業の実施を担う。 

＊民間組織：亘理町民や地域住民が主体となり、意見の反映や関連活動の促進を図る。 

 

 （３）事業終了後の管理活用体制 

 

       本事業は第１次５ヵ年計画と第２次５ヵ年からなる計１０年間に渡る長期計画で

ある。したがって、各年次計画終了を待って公開するのではなく、可能な限り年度毎

に整備が終了した地区から順次公開し史跡の活用を図っていく予定である。 

事業の進捗に併せて整備済地区と未整備地区とが混在する状況が年度毎に変化す

るなかで、これらの変化に対応しつつ管理活用に係る効果的、効率的なあり方につい

て随時協議を行い実践することで、ノウハウの蓄積と状況の変化に併せたスムーズな

管理活用等の展開が可能となる。 

また、事業終了後の管理活用を想定し、事業開始時点から事業実施機関と民間組織

との間で、管理活用のあり方や体制に係るコンセンサスの形成を目的とした継続的な

意見交換も必要不可欠である。 
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第３８図 事業実施等の体制 
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５．今後検討すべき課題 

 

 （１）保存管理計画関連 

 

       ① 墓地、高圧電線鉄塔に関する現状変更の取扱い 

       史跡指定地内には、現状では移転が困難な墓地、高圧電線鉄塔が存在する。 

      本計画では現状変更の基本的な取扱いを、２．保存管理計画(２)保存管理の地区区分

と基本指針として定めたが、今後も継続して各管理団体との間で協議を行いながら史

跡の保護と整備を進める。                            

 

 （２）整備活用計画関連 

 

     ① 民間と行政の協働による管理活用活動の促進          

       史跡の活用ならびに情報提供の最も有効な方法は、一方向ではなく双方向の情報提

供が可能な人同士の会話が考えられる。そのためには、本事業の進捗と併行して見学

者の状況に応じて対応できるボランティアガイドの育成や活動の実践が必要である。 

             一方、当時の曰理郡衙が立地した地形(低丘陵)の保全や史跡指定地で多くの面積を

占める広葉樹林地を有効に管理活用するの面からも、体験学習を兼ねた里山保全活動

組織の育成と自然に係る学習や活動の実践も、受動的なレクリエーション等と異なる

能動的・持続的な緑地空間の管理活用に繋がるものとして重要である。 

             これらの組織の育成や運用方法については、地域住民が主体的に係ることが必要不

可欠であり、行政と民間の協働による継続的な創意工夫が大切となる。 

 

    ② 逢隈駅関連の整備活用に関するＪＲ東日本との協議 

       本史跡はＪＲ常磐線逢隈駅が隣接していることによって、鉄道を利用したアクセス

がしやすいものの、踏切の位置等に起因して史跡へのアプローチに関してはその利便

性を活かしきれていない側面もある。 

      本計画では当駅及び駅前広場を史跡見学の拠点として位置付けており、将来的には

この特性を事業に最大限に活かせるようＪＲ東日本との継続的な協議を行うことが必

要である。 

 

    ③ 大型バス等の駐車場の確保 

       現況では史跡周辺に大型バスがアクセス可能なルートにはＪＲ常磐線の踏切の存

在等、制限があるため、逢隈駅前駐車場を史跡一時駐車場として位置付けている。た

だし駅利用者との供用となるため、将来的にはアクセスルートと史跡見学者専用の駐

車場の確保が必要となることから、町都市計画等関係部局、周辺地区住民との協議･

対応が必要である。 
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６．基本計画策定の体制と経過 

 

 （１）策定の体制 

 

    ① 亘理町三十三間堂官衙遺跡整備計画検討委員会設置要綱 

 

平成９年７月１日 

教育委員会要綱第１号 

（趣旨） 

第 1 条 この要綱は、亘理町三十三間堂官衙遺跡整備計画検討委員会(以下「委員会」

という。)の設置、組織及び運営について必要な事項を定めるものとする。 

（設置） 

第 2 条 亘理町三十三間堂官衙遺跡の保存・整備事業を円滑に推進するため、委員

会を設置する。 

（所掌事務） 

第 3 条 委員会は、亘理町教育委員会(以下「町教委」という。)が行うべき亘理町

三十三間堂官衙遺跡の保存・整備計画策定について審議する。 

（組織） 

第 4条 委員会は、委員 15名以内をもって組織する。 

2 委員は、次に掲げる者のうちから町教委が委嘱する。 

（1）考古学、古代史、植物学、建築学等学識経験者 

（2）地元有識者及び住民代表 

（3）その他町教委が必要と認める者 

（任期） 

第 5 条 委員の任期は、保存・整備計画策定が完了する日までとする。 

（委員長等） 

第 6 条 委員会に委員長及び副委員長を置く。 

2 委員長及び副委員長は委員の互選によりこれを定める。 

3 委員長は、委員会を代表し、会務を統括する。 

4 副委員長は、委員長を補佐し、委員長事故ある時は、その職務を代行する。 

（会議） 

第 7 条 委員会の会議は、委員長が招集し、その議長となる。 

（部会） 

第 8 条 委員長が必要と認めるとき、委員会に部会を置くことができる。 

2 部会に属する委員は、委員長が指名する。 

3 部会には部会長を置く。 

4 部会長は部会に属する委員のうちから委員長が指名する。 
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5 部会は、必要に応じて部会長が招集する。 

（庶務） 

第 9 条 委員会の庶務は、町教委生涯学習課において所掌する。 

（その他） 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、会議に

おいて定めるものとする。 

       附 則 

      この要綱は、公布の日から施行する。 

       附 則（平成 18年 9月 29日教委告示第 14号） 

      この告示は、平成 18年 10月 1日から施行する。 

       附 則（平成 29年 10月 1日教委告示第 12号） 

      この告示は、平成 29年 10月 1日から施行する。 

 

    ② 整備基本計画検討委員会他名簿 (順不同・敬称略)／令和２年(2020)３月現在 

 

           ＜検討委員＞  任期：平成３０年(2018)１２月１３日～令和２年(2020)３月３１日 

            (専門委員) 

             委 員 長  佐 藤  則 之  元宮城県教育庁文化財保護課長 

             副委員長  大 橋 泰 夫  国立大学法人島根大学法文学部教授 

             委    員  白 崎 恵 介  多賀城跡調査研究所上席主任研究員 

            (地域委員) 

             委    員  三 品 正 隆  亘理町文化財保護委員会委員長 

       委    員 高 橋 忠 良  亘理町文化財保護委員会委員長代行 

             委    員  髙 野 治 夫  亘理町区長会長 

             委    員  横 山 茂     亘理町逢隈上郡区長 

             委    員  岡 田 重 夫  亘理町逢隈下郡区長 

           ＜指導助言＞ 

                       五 島 昌 也  文化庁文化資源活用課 文化財調査官(整備部門) 

                       浅 野  啓 介  文化庁文化財第二課 文化財調査官(史跡部門) 

                       関 口  重 樹  宮城県教育庁文化財課保存活用班 技術主幹 

齋 藤  和 機  宮城県教育庁文化財課保存活用班 技師 

           ＜事務局＞ 

                       岩 城  敏 夫  亘理町教育委員会 教育長／～令和元年(2019)９月 

            奥 野  光 正  亘理町教育委員会 教育長／令和元年(2019)10月～ 

                       南 條  守 一  同上 教育次長 

                       片 岡  正 春  同上 生涯学習課長 

            渡 辺  壮 一  同上 亘理町立郷土資料館長／～平成元年(2019)10月 
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                       菅 野  達 雄  同上 生涯学習課文化財班長／～令和元年(2019)７月 

                       武 田  恵 美  同上 生涯学習課文化財班長 

                       鈴 木  朋 子  同上 生涯学習課文化財班主幹 

                       橋 本  和 樹  同上 生涯学習課文化財班主事／令和元年(2019)10月～ 

            ＜委託業者＞ 

                       古 川  雅 清  (株)創宇舎 代表取締役 

 

 （２）策定の経過 

 

    ① 平成３０年度(2018)開催 

 

◆ 第１回 整備計画検討委員会 

開 催 日：平成３０年(2018)１２月１３日(木) 午後１時３０分～ 

             開催場所：亘理町立図書館 ３階 視聴覚ホール  

             主な議題：三十三間堂官衙遺跡整備計画策定事業について 

             ＊全体事業計画 

             ＊平成３０年度事業計画  

              ・整備基本計画の構成 

              ・保存管理計画(案) 

◆ 第２回 整備計画検討委員会 

             開 催 日：平成３１年(2019)３月１４日(木) 午後１時３０分～ 

             開催場所：亘理町立郷土資料館 学習室 

             主な議題：平成３０年度(2018)事業について 

＊整備基本計画の構成 

＊保存管理計画(案) 

令和元年度(2019)事業について 

 

    ② 令和元年度(2019)開催 

 

◆ 第１回 整備計画検討委員会 

             開 催 日：令和元年(2019)８月９日(金) 午後１時３０分～ 

             開催場所：亘理町立郷土資料館 学習室  

             主な議題：令和元年度(2019)事業計画について 

整備活用計画について 

   ＊全体計 

＊個別計画 
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          ◇ 文化庁現地指導／浅野 啓介 文化財調査官(史跡部門) 

             開 催 日：令和元年(2019)８月２２日(木) 午後１時３０分～ 

             開催場所：史跡三十三間堂官衙遺跡現地、逢隈地区交流センター 軽運動室  

             主な議題：整備基本計画策定について 

保存管理計画等の進捗状況について 

          ◇ 文化庁現地指導／五島 昌也 文化財調査官(整備部門) 

             開 催 日：令和元年(2019)１０月１０日(木) 午後０時５０分～ 

             開催場所：東北歴史博物館 研修室  

             主な議題：整備基本計画策定について 

整備・保存管理計画等の進捗状況について 

◆ 第２回 整備計画検討委員会 

             開 催 日：令和元年(2019)１１月２８日(木) 午後１時３０分～ 

             開催場所：亘理町立郷土資料館 学習室  

             主な議題：本史跡整備基本計画について 

本史跡令和２年度(2020)事業計画について 

◇ 文化庁指導／五島 昌也 文化財調査官(整備部門) 

 浅野 啓介 文化財調査官(史跡部門) 

             開 催 日：令和２年(2020)１月２４日(金) 午後４時００分～ 

             開催場所：文化庁  

             主な議題：整備基本計画策定について 

◆ 第３回 整備計画検討委員会 

             開 催 日：令和２年(2020)１月３０日(木) 午後１時３０分～  

             開催場所：亘理町立郷土資料館 学習室 

             主な議題：本史跡整備基本計画(案)について  

今後の事業予定について 
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[ 附 章 ] 

 

（１）参考にした文献・資料等 

 

本基本計画の策定に際し、参考とした計画書・報告書・論文等は以下のとおりである。 

 

① 総論関連 

＊亘理町(2010)『亘理町環境基本計画』 

＊亘理町(2013)『亘理町震災復興計画』 

＊亘理町(2016)『第５次亘理町総合発展計画』 

＊亘理町(2016)『亘理町国土利用計画』 

＊亘理町(2017)『亘理町都市計画マスタープラン』 

＊文化庁文化財部記念物課(2015)『史跡等・重要文化的景観マネジメント支援事業報告書』     

＊亘理町教育委員会(2016)｢国史跡三十三間堂官衙遺跡｣『亘理町文化財調査報告書第 19集』 

 

② 整備活用計画関連 

＊亘理町教育委員会(2017)『亘理町文化財マップ～わたりの歴史巡り～』 

 

    ③ その他共通(調査報告･論文等) 

＊文化庁文化財部記念物課(2005)『史跡等整備のてびき－保存と活用のために－Ⅱ計画編』 

＊鈴鹿市(2007)『史跡伊勢国分寺跡整備基本計画』 

＊松山市教育委員会(2010)『史跡久米官衙遺跡群 久米官衙遺跡 来住廃寺跡  

 保存管理計画書』 

＊宮城県教育委員会(2016)『特別史跡多賀城跡附寺跡 整備基本計画』 

＊伊勢崎市教育委員会(2017)『史跡上野国佐位郡正倉跡保存活用計画』 

＊作者不明(大正年間)『逢隈村郷土誌』  

＊大類伸(1932)「亘理三十三間堂遺跡について」『仙台郷土研究』第 2 巻第 1 号 

＊伊藤玄三･志間泰治(1967)『三十三間堂遺跡緊急調査(測量調査)概報』 

宮城県文化財調査報告書第 13 集 

＊伊藤玄三(1978)｢宮城県亘理郡の古代郡倉―三十三間堂遺跡の再検討―」 

『法政考古学』第 2 集 

＊宮城県教育委員会(1987)｢三十三間堂遺跡」『亘理町三十三間堂遺跡ほか』 

宮城県文化財調査報告書第 124 集 

＊宮城県教育委員会(1988)｢三十三間堂遺跡」『亘理町三十三間堂遺跡ほか』 

宮城県文化財調査報告書第 127 集 

＊宮城県教育委員会(1989)｢三十三間堂遺跡」『亘理町三十三間堂遺跡ほか』 

宮城県文化財調査報告書第 131 集 


